


年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
二
年
の
新
春
を
、
町
民

の
皆
様
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
二
期
目
の
町

長
就
任
か
ら
一
年
五
ケ
月
が
経

過
し
、
今
年
は
任
期
の
折
り
返

し
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、

国
縫
振
興
会
館
の
改
築
、
子
育

て
支
援
の
充
実
、
ア
イ
ヌ
政
策

の
推
進
、
ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
の

振
興
、
商
工
事
業
者
の
経
営
改

善
支
援
、
汚
水
処
理
施
設
や
町

道
の
整
備
な
ど
各
種
施
策
の
実

現
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
も
偏
に
、
町
民
の
皆
様

か
ら
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
の
賜
物
と
、
心
か
ら
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

吉
野
彰
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

受
賞
や
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
の
日
本
代
表
チ
ー
ム

の
活
躍
な
ど
、
明
る
い
話
題
も

あ
り
ま
し
た
が
、
９
月
の
台
風

15
号
、
10
月
の
台
風
19
号
と
相

次
ぐ
台
風
の
襲
来
に
よ
り
、
各

地
で
大
規
模
な
河
川
の
氾
濫
や

土
砂
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の

ど
も
や
若
者
が
夢
と
希
望
を
持

て
る
ま
ち
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆

様
の
格
段
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
年
も
皆
様
方

に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
穏

や
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

成
に
努
め
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
は
「
町
民
一
人
ひ
と

り
」
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

２
０
３
０
年
度
末
の
北
海
道
新

幹
線
長
万
部
駅
開
業
を
町
活
性

化
の
起
爆
剤
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
長
万
部
が
今
後
も
輝
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
身
の
丈
に
合
っ

た
足
腰
の
強
い
行
政
基
盤
づ
く

り
に
邁
進
い
た
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
時
代
の
変

革
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
子

尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
、
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
幸
い
本
町
で
は
人
命
に
関
わ

る
大
き
な
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
べ
く
責
任
を
持
つ
自

治
体
と
し
て
、
防
災
の
取
組
の

重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
災
害
対
策
で
は
、
か
ね
て
よ

り
進
め
て
お
り
ま
し
た
防
災
行

政
無
線
の
整
備
に
つ
い
て
、
本

年
１
月
よ
り
防
災
ラ
ジ
オ
を
各

家
庭
へ
配
付
し
、
災
害
情
報
の

ほ
か
、
町
か
ら
の
行
政
情
報
を

配
信
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
第
３
次
長
万
部
町
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
」
は
、
令
和
２
年

度
で
最
終
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
現
在
、
新
た
な
計
画
策
定

に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
人
口
の
減
少
が
進
む

中
、
町
政
も
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
、
各
種
事
業
の
執
行
に
は

更
な
る
創
意
と
工
夫
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
行
政
と
し

て
適
切
か
つ
効
果
的
な
予
算
編

新年あけまして
～町民のみなさまへ謹んで 新年のご挨拶を申し上げます～

おめでとうございます

新

長
万
部
町
長

木
　
幡
　
正
　
志
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年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
政
は
も
と
よ
り
議

会
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
、４
月
に
統
一
地
方
選

挙
が
行
わ
れ
、
私
ど
も
議
会
議

員
も
新
し
い
体
制
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。
改
選
後
初

の
町
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
は
か
ら
ず
も
議
長
に
再
選

さ
れ
、
爾
来
、
微
力
な
が
ら
議
会

の
円
滑
な
運
営
と
、
町
政
の
発

展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
し
た
。そ
の
間
、
町
民
の

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
温

か
い
ご
指
導
、
ご
厚
情
に
対
し

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、５

月
に
徳
仁
親
王
殿
下
が
第
一
二

六
代
天
皇
に
即
位
さ
れ
元
号
が

「
平
成
」か
ら「
令
和
」
に
、
新
た

な
時
代
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
の
日
本
代
表
の
活
躍
、

女
子
ゴ
ル
フ
の
渋
野
日
向
子
さ

　
新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
長
万
部
町
議
会

　
　
議
　
長
　
辻
　
　
義
雄

　
　
副
議
長
　
柏
倉
恵
里
子

　
　
議
　
員
　
村
川
　
　
毅

　
　
　
　
　
　
辻
　
　
紀
樹

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
克
英

　
　
　
　
　
　
大
谷
　
敏
弥

　
　
　
　
　
　
長
崎
　
　
厚

　
　
　
　
　
　
橋
本
　
收
司

　
　
　
　
　
　
高
森
　
功
治

　
　
　
　
　
　
北
川
　
佳
嗣

題
に
、
全
議
員
が
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
と
な
り
、
町
民
の

福
祉
向
上
と
安
全
・
安
心
し
て

住
む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、町
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
本
年
が
よ
り
実
り
あ
る

飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ん
が
全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
で
初

優
勝
、
吉
野
彰
氏
の
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
受
賞
な
ど
明
る
い
話
題

が
あ
る
中
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
影
響
と
思
わ
れ
る
記
録
的
な

大
雨
や
度
重
な
る
台
風
の
襲
来

に
伴
う
大
規
模
な
河
川
の
氾
濫
、

土
砂
災
害
、
大
規
模
停
電
な
ど

各
地
で
自
然
が
猛
威
を
振
る
っ

た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
本

町
に
お
い
て
は
、
人
口
の
減
少
と

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、高
齢
者

福
祉
対
策
や
子
育
て
支
援
、
地

域
産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
対

策
や
防
災
対
策
、
各
種
計
画
の

策
定
・
見
直
し
な
ど
各
種
課
題

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

少
子
高
齢
化
や
混
沌
と
す
る
経

済
状
況
の
中
で
、
議
決
機
関
で

あ
る
地
方
議
会
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
と
考
え
て
お
り
、
各

常
任
委
員
会
を
は
じ
め
、
長
万

部
町
創
生
総
合
戦
略
の
審
議
や

新
幹
線
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
調
査
す
る
た
め
の
「
ま
ち

づ
く
り
・
新
幹
線
調
査
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
、
鋭
意
調

査
・
研
究
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
け
る
山
積
し
た
課

２０２０年 子年
年頭のご挨拶 新年あけまして

～町民のみなさまへ謹んで

新

長
万
部
町
議
会
議
長

辻
　
　
　
義
　
雄
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11
1９

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

は
、
選
手
が
１
年
間
の
任
期
で
応
援
大

使
と
し
て
、
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
地
域

活
性
化
に
貢
献
す
る
事
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
長
万
部
町
が
「
北
海
道

１
７
９
市
町
村
応
援
大
使
２
０
２
０
」

に
選
定
さ
れ
、
11
月
23
日
に
札
幌
ド
ー

ム
で
行
わ
れ
た
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
て
野
球
少
年
団
「
長
万
部
ソ
ウ
ル

ズ
」の
田
村
敦
也
君
が
斎
藤
佑
樹
選
手
、

石
川
亮
選
手
を
引
き
当
て
、
両
選
手
が

１
年
間
長
万
部
町
の
応
援
大
使
に
な
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
町
広
報

誌
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
長
万
部
高
等
学
校
２
年
小
枝
俊
槻
さ

ん
、
３
年
岡
島
怜
央
さ
ん
が
渡
島
管
内

頑
張
る
児
童
生
徒
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
両
生
徒
は
、
国
連
国
際
学
校
が
主
催

し
、
国
連
日
本
政
府
代
表
部
が
共
催
す

る
俳
句
国
際
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
を
題

材
と
す
る
部
門
で
英
語
俳
句
作
品
を
提

出
し
、
世
界
中
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
作

品
の
中
か
ら
、
上
位
２
点
に
入
選
し
ま

し
た
。
６
月
１
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
行
わ
れ
た
授
賞
式
に
も
出
席
し
表
彰

さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
、
救
急
技
術
向
上
訓
練
が

函
館
市
で
開
催
さ
れ
、
長
万
部
町
消
防

本
部
か
ら
は
平
澤
・
髙
橋
・
佐
々
木
消

防
士
の
３
名
で
出
場
し
ま
し
た
。

　
渡
島
檜
山
地
区
か
ら
８
隊
が
出
場

し
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
方
式
で
２
班
に
分
か

れ
１
症
例
ず
つ
実
施
し
、
長
万
部
町
消

防
本
部
と
檜
山
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
せ
た
な
消
防
署
大
成
支
署
の
２

隊
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
時
間
が
無
い
中
、
訓
練
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
今
後
も
更
に
努
力
を
重
ね
知
識
・
技

術
向
上
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
11
月
19
日
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
合

同
発
表
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
関
係
者

や
地
域
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
が
主
役
と
な
り
、
町
の

課
題
と
そ
の
解
決
策
を
提
案
し
、
ま
と

め
た
内
容
を
発
表
。
そ
の
後
、
来
校
者

の
質
問
に
対
し
て
も
、
自
ら
の
考
え
を

し
っ
か
り
伝
え
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
高
校
生
は
外
部
講
師
と
し

て
呼
ば
れ
た
町
民
・
町
職
員
と
振
り
返

り
学
習
を
行
い
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

斎
藤
選
手
と
石
川
選
手
が
２
０
２
０
年

長
万
部
町
応
援
大
使
に
決
定
！

小･

中･

高
合
同

「
ふ
る
さ
と
学
」
発
表
会

長
万
部
高
等
学
校
生
徒
２
名
が

渡
島
管
内
頑
張
る
児
童
生
徒
表

彰
を
受
賞
！

長
万
部
町
消
防
本
部 

消
防
士

３
名
が
救
急
技
術
向
上
訓
練
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
！
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●北方領土返還要求署名コーナー設置
　「北方領土の日特別啓発期間」には、役場１階ロビーに北方領土返還要求署名コーナーを設
置してありますので、役場へお越しの際は、ぜひ署名をお願いいたします。
★特別啓発期間　令和２年１月２１日～令和２年２月２０日
【お問い合わせ先】　まちづくり推進課　☎２－２４５０

２月７日は「北方領土の日」

【お問い合わせ先】　総務課防災交通係　（☎２－２０００）

令和２年１月より順次、
　　　防災ラジオを配付します！
　長万部町では町内に住所を有し、かつ、居住している世
帯の世帯主に防災ラジオを配付します。防災ラジオは長万
部町が世帯主に貸与するもので、受領する際には受領届に
署名、押印をお願いします。
　配付する業者は防災ラジオの設置、受信確認まで行うの
で、ご安心ください。
　配付する業者は以下のとおりとなります。

　配付する業者は長万部町が発行した配付員証を携帯しています。
　設置に関する費用は一切かかりません。ただし、延長コード等が必要となった場合
は費用が発生します。ご不明な点がありましたら、下記お問い合わせ先までご連絡く
ださい。	

・（有）赤塚商会
・山崎電気商会（株）
・富士電器商会

・サンワ電器商会
・（株）明和電設
・（株）吉村電設

5

１１月２２日分
事　業　名　称 契　約　業　者 契約金額

（税込・円）
予定価格
（税込・円）

落札率
（％）

参　加
業者数

工　　期
（納　期）

森林整備センター分収林除伐（Ⅱ）事業 有 限 会 社 　 緑 土 産 業 1,397,000 1,455,300 95.99 3社 R2.2.28
長 万 部 町 有 林 木 材 販 売 事 業 山 越 郡 森 林 組 合 3,685,000 3,663,000 100.60 1社 R2.3.31



●トマトハウス栽培及び収穫状況（１棟目及び２棟目）

●ふるさと納税の季節

●キロロリゾートにある株式会社サッポロライオン系列店での取り扱い

●札幌の大手デパートでの常設販売

●東京のイベントでの取り扱い

　１棟目のトマトハウスの半分の面積での「ラブリー藍」の生産は１月半ばで終了予定です。１月後
半に、また新たな苗を植えることとなります。１棟目の残り半分の面積と２棟目のトマトハウス全面
で栽培している「サンチェリーピュアプラス」の収穫中です。引き続き、町内の皆様にも、ご愛顧を
お願い致します。

　「ENRICH TOMATO」のミニトマト及びジュースのセット（右
写真）は、新年も、長万部町の「ふるさと納税返礼品」として採用
頂いております。
　町外にお住まいのお知り合いの方がいらしたら、是非お奨め頂
けます様、お願い致します。当方でも、長万部町のふるさと納税に
貢献できる様、首都圏を中心にＰＲにも努めて参ります。

　キロロリゾート内に２０１９年１１月に開店した『ステーキハウス　旬彩　キロロリゾート店』を中心
に、株式会社サッポロライオンの系列店で、「ENRICH TOMATO」のミニトマト及びジュースを定期的
に相当量ご購入頂いております。感謝です。

　先月号でご報告した札幌の大手デパート丸井今井に
ある『きたキッチン　オーロラタウン店』（写真右）で
は、２０１９年１２月１４日から、常設販売が開始されま
した。感謝です。

　２０１９年１１月３０日～東
京で開催された「町イチ！村
イチ！２０１９」（写真右）に長
万部町（写真左）が参加。１２
月１５日開催の「金町ふるさ
と・クリスマスマーケット」と
合わせて、「ENRICH TOMATO」のミニトマト及びジュー
スを、販売して頂きました

お問い合せについては、以下までお願いします。
トマト事業関連 ： 長万部アグリ株式会社　　☎ 070－4800－6833

https://www.oshamambe-agri .co.jp/
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◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
七
号
）
（
専
決
処
分
）

　
十
月
に
発
生
し
た
台
風
十
九
号

の
被
害
を
受
け
た
町
へ
の
職
員
派

遣
つ
い
て
の
旅
費
の
た
め
歳
入
歳

出
に
そ
れ
ぞ
れ
三
十
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
五
十
三
億
二
千

七
百
四
万
五
千
円
と
す
る
補
正
予

算
を
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
処
分

し
た
も
の
で
す
。

◆
長
万
部
町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

　
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末

　
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　
条
例

◆
長
万
部
町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年

　
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例

◆
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導

　
入
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

　
関
す
る
条
例

　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導

入
に
伴
い
、
関
係
条
文
の
整
備
を

行
う
ほ
か
勤
務
条
件
等
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
提
案
。

◆
長
万
部
町
し
尿
処
理
施
設
解
体

　
基
金
条
例

し
尿
処
理
施
設
解
体
及
び
撤
去
に

要
す
る
経
費
の
財
源
と
し
て
基
金

に
積
立
を
し
運
用
で
き
る
よ
う
新

た
に
条
例
を
定
め
る
も
の
。

◆
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
元
年
人
事
院
勧
告
等
に
伴

う
改
正
で
す
。

◆
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
支
給

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

　
特
別
職
の
期
末
手
当
等
支
給
率

改
定
に
伴
い
、
支
給
割
合
を
平
準

化
す
る
も
の
で
す
。

◆
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

◆
長
万
部
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

　
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

◆
長
万
部
町
収
入
証
紙
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
山
越
郡
衛
生
処
理
組
合
の
解
散

に
伴
い
関
係
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◆
長
万
部
町
国
民
健
康
保
険
税
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
国
の
基
準
と
同

額
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
長
万
部
消
防
団
の
設
置
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
用
の
文
言
修
正
を
行
う
も

の
。

◆
長
万
部
町
消
防
団
員
の
定
員
、

　
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

　
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

◆
議
決
の
変
更
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
六
月
十
三
日
に
議
決

さ
れ
た
、
長
万
部
町
防
災
行
政
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
デ
ジ

タ
ル
同
法
無
線
シ
ス
テ
ム
整
備
工

事
に
係
る
契
約
金
額
が
二
億
六
千

百
八
十
万
円
か
ら
二
億
六
千
七
百

三
十
三
万
三
千
円
へ
変
更
と
な
る

か
ら
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

◆
山
越
郡
衛
生
処
理
組
合
の
解
散

　
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い

て
、
長
万
部
町
に
全
て
帰
属
さ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め

の
提
案
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
八
号
）

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
予
算
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
百
十
五
万

二
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

五
十
三
億
三
千
三
百
十
九
万
七
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　
予
算
　
　
　
　
　
（
第
二
号
）

　
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
八
二
十
六
万
三
千
円
が
追
加
さ

れ
、
予
算
総
額
八
億
六
千
九
百
四

十
八
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
改
正
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
号
）

　
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四

百
五
十
三
万
九
千
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
八
億
一
千
九
百
万
一
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

　
正
予
算
　
　
　
　
（
第
三
号
）

令
和
元
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
五
百
八
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
七
億
八
千
四
百
三
十
七

万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
号
）

　
収
益
的
収
入
に
二
万
三
千
円
が

追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
一
億
一
千

八
百
四
十
四
万
三
千
円
に
、
ま
た
、

収
益
的
支
出
に
四
百
五
十
六
万
円

が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
一
億
三

千
二
百
九
十
六
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
号
）

　
収
益
的
支
出
に
二
百
十
万
円
が

減
額
さ
れ
、
予
算
総
額
一
億
四
千

百
六
十
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
号
）

　
収
益
的
支
出
に
百
十
八
万
七
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
六
億
七

千
九
百
七
十
四
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
地
震

や
津
波
、
土
砂
災
害
を
テ
ー
マ
と

し
た
「
防
災
出
前
講
座
」
を
高
齢

者
交
通
安
全
教
室
と
合
同
で
開
催

し
、
五
月
十
七
日
の
大
町
地
区
を

皮
切
り
に
町
内
五
箇
所
五
地
区
よ

り
九
十
七
名
の
参
加
を
い
た
だ
き

災
対
策

防
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ま
し
た
。

　
ま
た
、
七
月
十
八
日
に
は
、
ふ

れ
あ
い
ハ
イ
ム
長
万
部
で
、
入
所

者
な
ど
二
十
六
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
風
水
害
、
土
砂
災
害
に
係

る
講
話
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
九
月
十
日
に
は
、
長
万
部
高
等

学
校
で
災
害
講
話
を
、
十
一
月
二

十
二
日
に
は
、
あ
つ
ま
ん
べ
で
北

海
道
か
ら
講
師
を
招
き
、
参
加
者

二
十
九
名
の
も
と
「
自
主
防
災
組

織
に
よ
る
地
域
の
防
災
力
強
化
を

目
指
し
た
研
修
会
」
を
開
催
し
、

防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
防
災
行
政
無
線
の
関
係
で
は
、

送
信
局
な
ど
の
設
置
工
事
も
順
調

に
進
み
、
来
年
一
月
か
ら
の
町
内

各
家
庭
を
訪
問
し
て
の
防
災
ラ
ジ

オ
配
付
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
戸
別
配
付
に
あ
た

り
、
本
年
六
月
に
議
決
を
い
た
だ

き
ま
し
た
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
、
本
定
例
会
に
議
決
の

変
更
を
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
防
災
訓
練
・
集
会

の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
十
月
二
十
七
日
に

神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
「
東
京
理
科
大
学
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１
９
・
イ

ン
・
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
Ｐ
Ｒ

と
し
て
、
ホ
タ
テ
の
バ
タ
ー
醤
油

焼
き
の
実
演
販
売
や
理
科
大
連
携

ア
グ
リ
事
業
で
生
産
さ
れ
て
い
る

「
エ
ン
リ
ッ
チ
」
ミ
ニ
ト
マ
ト
と

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
試
食
・
試
飲

及
び
販
売
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
も
含
め

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
、
理
科
大
関

係
者
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
来

場
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
大
変
好

評
で
あ
り
ま
し
た
。

　
町
内
に
お
い
て
も
、
十
一
月
二

日
と
三
日
に
開
催
さ
れ
た
町
総
合

文
化
祭
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
の
試
食
・
試
飲
と
販
売

が
あ
り
、
多
く
の
町
民
が
訪
れ
る

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
産
状
況
は
、

冷
夏
と
極
度
の
日
照
不
足
な
ど
で

生
育
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
秋
以
降
の
日
照
の
回
復
に
よ

り
徐
々
に
糖
度
も
上
が
り
始
め
、

現
在
は
道
内
を
重
点
的
に
販
売
先

確
保
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
月
中
か
ら
冬
期
間
の

暖
房
コ
ス
ト
を
節
約
す
る
た
め
、

温
泉
熱
の
利
用
設
備
の
設
置
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
方
創
生
推
進
交
付

金
事
業
の
最
終
年
度
と
し
て
、
次

年
度
以
降
の
自
立
・
自
走
し
て
い

け
る
事
業
と
す
る
た
め
、
雇
用
・

売
上
・
出
荷
量
な
ど
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
目

標
の
達
成
に
向
け
、
引
き
続
き
連

携
す
る
関
係
企
業
と
の
協
議
を
密

に
し
、
理
科
大
と
更
な
る
連
携
を

深
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
政
に
つ
い
て
町
民
の
方
々
と

自
由
に
意
見
を
交
換
し
、
よ
り
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、「
移
動
町
長
室
」
を
十
一
月

六
日
か
ら
町
内
四
会
場
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
移
動
町
長
室
に
は
、
延

べ
三
十
八
人
の
方
々
が
出
席
さ
れ
、

来
年
一
月
か
ら
町
内
全
戸
に
配
付

さ
れ
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
実
物
を

使
っ
て
の
説
明
な
ど
も
含
め
、
町

政
全
般
に
つ
い
て
町
長
か
ら
報
告

が
あ
り
、
町
民
の
皆
様
か
ら
は
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
を
求
め

る
意
見
な
ど
災
害
対
策
全
般
に
つ

い
て
や
、
町
職
員
の
電
話
対
応
に

つ
い
て
、
国
道
の
除
雪
対
策
、
知

来
農
場
の
悪
臭
問
題
、
新
幹
線
建

設
工
事
に
関
す
る
こ
と
、
町
立
病

院
の
再
編
統
合
報
道
へ
の
心
配
の

声
、
町
道
本
通
線
の
道
道
昇
格
に

よ
る
整
備
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

広
範
囲
な
分
野
に
お
い
て
多
く
の

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
を
今
後
の
町
政
運
営
に
活
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
毎
年
取
り
組
ん

で
い
る
〝
北
海
道
全
力
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〟
で
、
選
手
が
市
町
村

の
ま
ち
づ
く
り
・
ま
ち
お
こ
し
・

Ｐ
Ｒ
な
ど
に
寄
与
で
き
る
、
市
町

村
応
援
大
使
の
２
０
２
０
年
シ
ー

ズ
ン
に
本
町
も
応
募
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
全
道
１
７
９
市
町
村
の

中
か
ら
募
集
対
象
の
十
八
市
町
村

に
本
町
が
見
事
当
選
い
た
し
ま
し

た
。

　
十
一
月
二
十
四
日
に
札
幌
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
た
「
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・
フ
ァ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
に

お
い
て
、
２
０
２
０
年
シ
ー
ズ
ン

の
「
北
海
道
１
７
９
市
町
村
応
援

大
使
」
の
各
市
町
村
担
当
選
手
を

決
め
る
抽
選
会
が
あ
り
、
こ
れ
に

は
町
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
長

万
部
ソ
ウ
ル
ズ
」
の
子
ど
も
た
ち

と
保
護
者
の
方
々
も
参
加
し
て
の

抽
選
を
行
っ
た
結
果
、
２
０
２
０

年
の
長
万
部
町
の
応
援
大
使
は

「
斎
藤
佑
樹
」
選
手
と
「
石
川
亮
」

選
手
の
二
名
が
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
一
年
間
の
期
間

限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
選
手
肖

像
や
球
団
ロ
ゴ
等
に
お
い
て
、
町

の
ポ
ス
タ
ー
・
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
へ
の
掲
載
、
特
産
品
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
活
用
と

い
っ
た
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
貴
重
な
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
両
名
選
手
に

よ
る
本
町
の
Ｐ
Ｒ
や
町
内
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
現
在
、
町
内
で
は
四
件
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
契
約
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
二
件
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

が
本
坑
掘
削
中
で
あ
り
ま
す
。

　
十
一
月
三
十
日
現
在
で
、
掘
削

中
の
立
岩
ト
ン
ネ
ル
の
ル
コ
ツ
工

区
で
は
、
本
坑
五
千
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
九
百
八
十
二
メ
ー
ト
ル
が
、

ま
た
、
内
浦
ト
ン
ネ
ル
の
静
狩
工

区
は
本
坑
五
千
五
百
七
十
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
五
百
八
十
七
．
六
メ
ー

ト
ル
が
掘
削
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

立
岩
ト
ン
ネ
ル
の
豊
津
工
区
、
豊

野
ト
ン
ネ
ル
他
工
区
に
つ
い
て
も
、

来
年
度
の
掘
削
開
始
に
向
け
、
施

工
計
画
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
に
関
係

し
て
、
町
内
の
任
意
団
体
の
「
長

万
部
を
創
造
す
る
会
」
か
ら
千
二

百
五
十
九
名
の
町
内
外
の
方
々
が

署
名
し
た
「
長
万
部
高
速
貨
物
基

地
誘
致
に
関
す
る
嘆
願
書
」
の
提

出
が
あ
り
、
十
月
二
十
九
日
に
受

理
い
た
し
ま
し
た
。

　
鉄
道
貨
物
に
関
し
て
は
、
現
在
、

国
に
お
い
て
北
海
道
新
幹
線
の
高

速
化
の
た
め
、
青
函
物
流
の
抜
本

的
な
転
換
を
模
索
し
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
が
、
北
海
道
の
経

済
や
住
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
慎

重
な
議
論
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

京
理
科

　
大
学
関
係

東

動
町
長
室

移

海
道
新
幹
線

　
工
事
関
係

北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
市
町
村
応
援
大
使
の
決
定

北
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町
と
し
て
は
、
今
回
の
大
規
模

な
嘆
願
行
動
を
重
く
受
け
止
め
、

今
後
、
関
係
機
関
や
利
害
関
係
者

か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と

も
に
、
し
か
る
べ
き
時
期
、
し
か

る
べ
き
相
手
に
対
し
て
必
要
な
対

応
を
検
討
し
て
い
く
判
断
材
料
と

い
た
し
ま
す
。

　
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
没
後
三
百
五

十
年
の
今
年
を
契
機
と
し
、
地
元

地
域
の
歴
史
と
文
化
の
理
解
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン

ロ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
、
慰
霊
の

旗
リ
レ
ー
を
国
縫
か
ら
新
ひ
だ
か

の
区
間
で
九
月
七
日
か
ら
二
十
三

日
の
期
間
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
我
が
町
で
は
、
た
た
か
い
当
時

の
移
動
方
法
に
な
ら
っ
て
、
国
縫

の
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
古
戦
場
跡
碑

か
ら
静
狩
ま
で
は
砂
浜
を
中
心
に

約
二
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
徒
歩

で
、
静
狩
か
ら
豊
浦
ま
で
は
船
を

用
い
て
慰
霊
の
旗
を
運
び
ま
し
た
。

　
砂
浜
の
歩
行
で
は
複
数
の
区
間

を
設
定
し
て
、
延
べ
三
十
一
名
が

参
加
し
、
ま
た
船
の
移
動
で
は
慰

霊
の
旗
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
製
作

し
た
静
狩
地
区
の
子
ど
も
た
ち
七

名
が
同
乗
し
、
豊
浦
漁
港
で
の
引

継
ぎ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
豊
浦
町
の

子
ど
も
た
ち
を
含
む
延
べ
二
十
五

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
ひ
だ
か
町
ま
で
の

約
二
百
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
す

べ
て
徒
歩
で
移
動
し
、
十
二
自
治

体
と
各
地
区
の
ア
イ
ヌ
協
会
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
延
べ
三
百
二
十

五
名
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
、
九

月
二
十
三
日
に
新
ひ
だ
か
町
に

ゴ
ー
ル
し
、
慰
霊
の
旗
を
新
ひ
だ

か
町
に
引
継
ぎ
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
リ
レ
ー
に
使
用
し
た
慰

霊
旗
は
、
そ
の
後
、
ア
イ
ヌ
文
化

刺
し
ゅ
う
に
多
大
な
協
力
を
い
た

だ
い
た
苫
小
牧
ア
イ
ヌ
協
会
に

よ
っ
て
、
十
月
二
十
六
日
、
二
十

七
日
に
第
七
十
一
回
苫
小
牧
市
民

文
化
祭
で
展
示
さ
れ
、
長
万
部
町

内
に
お
い
て
も
、
十
一
月
二
日
、

三
日
に
行
わ
れ
た
第
五
十
七
回
長

万
部
町
総
合
文
化
祭
で
展
示
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

慰
霊
旗
の
う
ち
一
枚
は
、
新
ひ
だ

か
町
の
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
記
念
館

で
常
設
展
示
を
行
う
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の

渡
島
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合
の
焼

却
施
設
に
排
出
し
た
長
万
部
町
の

可
燃
ご
み
の
量
は
約
千
七
ト
ン
で
、

前
年
度
同
期
と
比
較
し
約
二
ト
ン

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
衣
類

の
無
料
回
収
は
、
役
場
窓
口
で
の

随
時
受
付
と
五
月
の
巡
回
地
域
回

収
を
実
施
し
、
今
年
度
は
十
月
末

で
二
百
四
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
衣

類
を
回
収
い
た
し
ま
し
た
。
長
万

部
町
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

で
も
二
回
の
衣
類
回
収
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
廃
食
用
油
は
、今
年
度
も
役
場
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
各
会
館
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
無
料
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
、
現
在
ま
で
に

五
百
二
十
リ
ッ
ト
ル
を
回
収
し
て

お
り
、
使
用
済
小
型
家
電
に
つ
い

て
も
、
同
じ
く
役
場
庁
舎
内
の
無

料
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
、
五
百
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
回
収
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
山
越
郡
衛
生
処
理
組
合
は
、
令

和
二
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

解
散
す
る
こ
と
を
九
月
の
定
例
会

に
お
い
て
議
決
を
い
た
だ
き
確
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
き

ま
し
て
は
、
長
万
部
町
に
す
べ
て

帰
属
さ
せ
る
予
定
で
、
本
定
例
会

に
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、

解
体
設
計
を
行
い
解
体
整
理
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
収
集
、

運
搬
、
処
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
二
年
度
よ
り
各
町
に
お
い
て

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

本
定
例
会
に
関
係
条
例
を
提
案
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診

と
い
っ
た
各
種
検
診
を
実
施
し
て

お
り
、
受
診
率
向
上
の
た
め
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
配
付
や
、
対
象
者

へ
の
電
話
勧
奨
等
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
の
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
は
、

二
月
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
受
診
勧
奨
等

に
努
め
、
受
診
率
向
上
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
園
児
や
生
徒
を
対
象
と
し
た
健

康
教
室
で
は
、
十
一
月
七
日
に
幼

稚
園
で
食
育
教
室
を
開
催
し
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
講
話
と
、

園
児
が
育
て
た
野
菜
を
使
っ
た
調

理
実
習
を
実
施
し
、
食
育
に
関
す

る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
校
四
年
生
と
高
校

三
年
生
を
対
象
に
開
催
し
た
育
児

体
験
教
室
で
は
、
お
母
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、
赤
ち
ゃ

ん
と
ふ
れ
あ
い
、
命
の
大
切
さ
を

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
、
十
一
月
末
現
在
八
百
二

十
四
人
か
ら
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
時
期

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
う
が
い
や

手
洗
い
、
手
指
消
毒
、
外
出
時
の

マ
ス
ク
着
用
等
の
励
行
を
促
し
、

予
防
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症

に
も
備
え
、
う
が
い
や
手
洗
い
等

の
励
行
を
勧
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
幼
児
期
の
教

育
及
び
保
育
の
重
要
性
に
鑑
み
、

総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
推
進
す

る
一
環
と
し
て
、
子
育
て
を
行
う

家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
本
年
十
月
か
ら
幼
児
教

育
・
保
育
を
無
償
化
す
る
制
度
が

創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
三
つ

の
児
童
施
設
す
べ
て
が
無
償
化
の

対
象
と
な
り
、
さ
か
え
保
育
所
三

十
九
人
、
マ
リ
ア
幼
稚
園
三
十
八

人
、
い
ず
み
保
育
園
十
四
人
の
合

計
九
十
一
人
の
子
ど
も
た
ち
の
保

育
料
等
が
無
償
化
さ
れ
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
地
域
敬
老
会
は
、
九
月
七
日
を

皮
切
り
に
二
十
五
地
域
二
十
二
会

場
で
実
施
さ
れ
、
対
象
者
千
百
九

十
一
人
に
対
し
五
百
三
十
五
人
の

出
席
を
い
た
だ
き
、
出
席
率
は
四

十
四
．
九
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
会
場
と
も
、
町
内
会
等
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
特
色
あ
る
料
理
の

提
供
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
な

ど
に
よ
り
、
出
席
さ
れ
た
方
々
か

ら
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
町
内
会
等
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご

苦
労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
高
齢

者
の
集
ま
る
場
の
一
つ
と
し
て
継
続

ャ
ク
シ
ャ
イ
ン

　
ロ
ー
ド
事
業

シ

活
環
境
関
係

生

齢
者
福
祉
関
係

高

民
の
健
康
増

進
等

町

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
予
防

イ

児
教
育

保
育
の
無
償
化

幼
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さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
も
長
寿
の
お
祝
い

と
社
会
貢
献
へ
の
お
礼
を
こ
め
て
、

九
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
と
十

三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
計
七
日

間
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
無
料

開
放
し
た
と
こ
ろ
三
百
六
人
が
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
町
内
に
あ
る
公
衆
浴

場
に
つ
い
て
も
助
成
を
行
い
、
無

料
開
放
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
七
百

三
十
五
人
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
六
日
に
は
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
日
頃
の
運
動
不

足
解
消
と
会
員
の
協
調
、
親
睦
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
老

人
ク
ラ
ブ
運
動
会
が
十
二
ク
ラ
ブ

百
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　
本
格
的
な
冬
に
向
か
い
、
灯
油

料
金
、
電
気
料
金
の
高
止
ま
り
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
で
低
所
得
の
状
況
に
あ
る

方
に
灯
油
購
入
費
等
の
一
部
を
助

成
し
、
冬
期
間
の
増
嵩
経
費
に
対

す
る
経
済
支
援
と
し
て
、
前
年
度

と
同
様
に
冬
期
福
祉
給
付
金
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
本
定
例
会
に

補
正
予
算
を
提
案
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
明
る
く
活
力
あ
る
超
高
齢
化
社

会
を
構
築
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
住
民
が
役
割
を
持
ち
、
助
け
合

い
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
四
月
に
発
足
し
た
十
名
の

会
員
か
ら
な
る
長
万
部
町
生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
協
議
体
に
お
い

て
、高
齢
者
の
地
域
課
題
の
低
減
・

解
消
に
向
け
た
住
民
主
体
の
助
け

合
い
活
動
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
い
、
長
万
部
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
所
属
し
て
い
る
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
パ
イ

プ
役
と
な
り
取
組
を
進
め
て
お
り

ま
す
。『
話
し
合
い
の
場
し
ゃ
べ

れ
～
る
』
で
は
、
本
年
度
は
四
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち

上
が
り
、
地
域
食
堂
や
ゴ
ミ
出

し
支
援
、
高
校
生
と
の
防
災
教

室
、
ご
長
寿
訪
問
を
試
行
し
て
お

り
、
そ
の
成
果
報
告
会
を
二
月
に

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
み
な

さ
ん
に
こ
の
事
業
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
共
に
支
え
合
う
体
制
づ
く

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
畜
の
主
た
る
飼
料
作
物
の
牧

草
や
サ
イ
レ
ー
ジ
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
、
大
き
な
天
候
の
崩
れ
も
無

く
、
お
お
む
ね
平
年
並
の
収
量
を

確
保
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
生
乳
生
産
量
は
、
四
月
か
ら
九

月
ま
で
約
五
千
四
十
六
ト
ン
を
出

荷
し
、
前
年
に
比
べ
約
九
十
七
ト

ン
の
減
と
な
り
、
乳
代
は
約
四
億

五
千
九
百
八
十
一
万
円
で
、
前
年

に
比
べ
約
四
百
二
十
万
円
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
黒
毛
和
牛
の
四
月
か
ら
九
月
ま

で
の
販
売
頭
数
は
百
三
十
五
頭
、

販
売
金
額
は
一
億
二
百
六
十
二
万

八
千
円
で
、
前
年
同
期
と
比
較
し

て
、
販
売
頭
数
は
五
頭
の
増
で
、

販
売
金
額
は
五
百
二
万
三
千
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
牧
野
関
係
は
、
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
と
酪
農
経
営
の
安
定
を
図
る

た
め
、
公
共
牧
場
運
営
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
十
月
二
十
五

日
に
下
牧
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
の
入
牧
延
べ
頭
数
は
六

万
四
千
六
百
九
十
七
頭
で
、
前
年

に
比
べ
百
七
十
頭
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
新
規
就
農
者
対
策
と
し
て
は
、

八
月
三
十
一
日
に
函
館
市
で
開
催

さ
れ
た
「
第
三
回
お
し
ま
農
業
の

お
仕
事
フ
ェ
ア
」、
九
月
七
日
に

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
新
・
農

業
人
フ
ェ
ア
」、
十
月
二
十
七
日

に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
「
北
海

道
新
規
就
農
フ
ェ
ア
」
に
長
万
部

町
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
農
業
に

興
味
が
あ
る
来
場
者
八
組
八
名
の

就
農
相
談
が
あ
り
、
長
万
部
町
の

Ｐ
Ｒ
や
就
農
へ
の
情
報
発
信
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
有
林
一
般
造
林
事
業
は
、
蕨

岱
地
区
の
搬
出
間
伐
事
業
十
六
．

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
十
月
十
八
日
に

完
了
し
て
お
り
、
平
成
三
十
年
度

に
立
木
販
売
事
業
に
て
皆
伐
を

行
っ
た
平
里
地
区
の
町
有
地
に
地

拵
・
植
栽
事
業
と
し
て
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
十
月
三
十
日
に
完
了
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
と

の
分
収
造
林
事
業
の
国
縫
地
区
十

九
．
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除
伐

（
Ⅱ
）
事
業
は
、
九
月
十
日
に
完

了
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
ホ
タ
テ
貝
養
殖
漁
業
で

の
十
一
月
末
現
在
の
種
苗
の
生
育

状
況
は
、
へ
い
死
・
変
形
等
は
昨

年
に
比
べ
少
な
く
、
順
調
に
生
育

し
て
お
り
ま
す
が
、
春
の
耳
吊
り

時
期
ま
で
の
生
育
状
況
を
渡
島
北

部
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
等

各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
調
査
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
成
貝
は
十
二
月
か
ら
の

水
揚
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
生
育
不
良
に
よ
り
、
来
年

二
月
か
ら
の
出
荷
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
町
単
独
事
業
で
あ
り
ま
す
ホ
タ

テ
貝
稚
貝
緊
急
対
策
事
業
及
び
国

の
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付
金
事
業

に
て
行
っ
た
ホ
タ
テ
貝
稚
貝
管
外

移
入
作
業
は
、
両
事
業
共
に
本
年

十
一
月
末
ま
で
に
終
了
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
の
秋
鮭
漁
は
、
十
一
月
二

十
二
日
現
在
、
漁
獲
量
は
約
四
百

五
十
六
ト
ン
で
、
前
年
に
比
べ
約

九
十
二
ト
ン
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

漁
獲
金
額
も
約
二
億
二
千
三
百
六

十
五
万
円
で
、
前
年
に
比
べ
約
九

千
五
百
七
十
八
万
円
の
減
収
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
業
況
は
、
原
材
料

価
格
の
上
昇
や
人
手
不
足
へ
の
懸

念
な
ど
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
中
小
企
業
の
健

全
育
成
と
経
営
安
定
の
た
め
、
国

や
道
の
様
々
な
金
融
支
援
に
対
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
町
と
し
て

の
認
定
窓
口
等
の
設
置
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
長
万
部
商
工
会
で
は
、

会
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
に
よ
り
、
会
員
数
が
衰
退
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
後
継

者
対
策
を
含
む
経
営
改
善
等
の
支

援
を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
は

既
に
十
七
事
業
者
が
申
請
し
、
経

営
改
善
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
上
期
の
観
光
客
入
り
込
み
数
は
、

昨
年
度
の
約
二
十
九
万
一
千
六
百

人
に
対
し
、
本
年
度
は
約
二
十
九

万
一
千
七
百
人
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て

通
過
型
の
観
光
客
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
覗
え
ま
す
。
こ
の

通
過
型
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光
へ

の
変
換
を
図
る
た
め
、
六
月
に
町

内
主
要
団
体
を
構
成
員
と
し
た「
長

万
部
町
観
光
地
域
づ
く
り
協
議

期
福
祉
給
付
金

（
福
祉
灯
油
）

冬
活
支
援
体
制

整
備
事
業

生

業
関
係

農

業
関
係

林

業
関
係

漁

工
観
光
関
係

商
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会
」
を
立
ち
上
げ
、
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
は
じ
め
と
し
た
通
過
型
観
光
客

を
滞
在
型
に
し
町
内
へ
の
経
済
効

果
を
生
む
べ
く
、
体
験
観
光
の
受

入
体
制
強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
誘
致
事
業
と
し

て
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
ふ
る
さ
と
Ｐ

Ｒ
ス
テ
ー
ジ
に
参
加
し
た
ほ
か
、

東
京
都
葛
飾
区
で
十
月
二
十
五
日

か
ら
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第

三
十
五
回
葛
飾
区
産
業
フ
ェ
ア
へ

昨
年
に
引
き
続
き
出
展
し
、
長
万

部
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
並
び
に
特
産
品

の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
町

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ま
ん
べ
く
ん
」

も
参
加
し
、
誘
客
効
果
を
高
め
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
度
も
季
節
労
働
者
の
労
働

環
境
向
上
の
た
め
、
渡
島
檜
山
北

部
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を

中
心
と
し
て
、
雇
用
相
談
や
求
人

情
報
の
提
供
、
技
能
研
修
な
ど
を

通
し
て
、
通
年
雇
用
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
、
悪
質
商
法
や
訪
問
押
し

買
い
詐
欺
、
料
金
不
正
請
求
な
ど

次
々
と
新
し
い
手
口
に
よ
る
消
費

者
問
題
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、

消
費
者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の

苦
情
相
談
な
ど
、
住
民
に
対
し
て

必
要
な
情
報
収
集
や
提
供
を
行
う

た
め
「
消
費
生
活
相
談
員
」
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
全
国
消
費
者

生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
て
全
国
の
最
新
苦
情
相
談
情
報

を
収
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
巧
妙
化
す
る

手
口
へ
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る

中
、
引
き
続
き
消
費
生
活
相
談
員

を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害

防
止
講
座
の
開
催
、
関
連
す
る
部

署
間
の
情
報
交
換
や
町
広
報
で
の

消
費
者
の
安
全
確
保
に
関
す
る
情

報
周
知
を
継
続
し
て
行
い
、
住
民

の
消
費
者
生
活
被
害
の
予
防
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
維
持
関
係
で
は
、
町
道
中

山
大
通
線
外
舗
装
補
修
工
事
に
つ

い
て
、
工
期
内
の
十
一
月
十
四
日

に
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
建
築
事
業
で
は
、
長
万
部
町
住

生
活
基
本
計
画
及
び
公
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
策
定
業
務
委
託
に
つ

い
て
、
令
和
二
年
三
月
十
三
日
ま

で
の
工
期
で
業
務
実
施
中
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
他
、
各
公
共
施
設
や
町
営

住
宅
の
修
繕
工
事
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
土
木
事
業
で
は
、
長
万
部
中
央

跨
線
橋
の
高
欄
が
腐
食
、
欠
損
し

て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
を

補
修
す
る
長
万
部
中
央
跨
線
橋
高

欄
補
修
工
事
は
十
月
二
十
五
日
に

完
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
土
木
事
業
の
う
ち
河
川
関
係
で

は
、
茶
屋
川
地
区
の
普
通
河
川
に

堆
積
し
た
土
砂
を
除
去
す
る
た
め

の
普
通
河
川
千
島
川
維
持
工
事
に

つ
い
て
は
、
工
期
内
の
十
月
七
日
に

完
成
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
流

水
に
よ
り
崩
落
し
た
護
岸
を
復
旧

す
る
普
通
河
川
南
栄
川
修
繕
工
事

に
つ
き
ま
し
て
も
、
工
期
内
の
九

月
十
三
日
に
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
を
活
用
し
て
実
施
す
る
、

橋
梁
長
寿
命
化
の
た
め
の
知
岱
橋

修
繕
工
事
を
十
二
月
二
十
日
ま
で

の
工
期
で
、
同
じ
く
国
の
交
付
金

を
活
用
す
る
長
万
部
町
橋
り
ょ
う

点
検
調
査
業
務
委
託
を
令
和
二
年

一
月
三
十
一
日
ま
で
の
工
期
で
そ

れ
ぞ
れ
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
関
係
で
は
、
協
同
組
合
長

万
部
町
建
設
協
会
と
十
一
月
一
日

に
委
託
契
約
を
締
結
し
、
町
道
や

公
共
施
設
等
の
除
雪
作
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
事
業
で
は
、
ふ
れ
あ
い
公

園
第
二
キ
ュ
ー
ピ
ク
ル
更
新
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
期
内
に
完

成
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
長

万
部
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
は
、

十
月
三
十
一
日
で
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
は

三
千
七
百
三
十
人
で
、
昨
年
度
に

比
べ
二
十
五
．
六
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
あ
や
め
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
利
用
者
は
五
千
四
十
人
で
、
昨

年
度
に
比
べ
七
．
八
％
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
交
換
外

修
繕
工
事
は
、
十
一
月
十
一
日
に

完
了
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
終
末
処
理
場
内
の
返
送
汚

泥
ポ
ン
プ
分
解
整
備
外
修
繕
工
事

は
、
令
和
二
年
一
月
二
十
八
日
ま

で
の
工
期
で
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
引
き
続
い
て
、
し

尿
・
浄
化
槽
汚
泥
を
下
水
道
施
設

で
受
け
入
れ
て
処
理
を
す
る
汚
水

処
理
施
設
共
同
整
備
事
業
は
、
完

成
期
限
を
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
と
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
棟
建
設
工

事
を
順
調
に
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

　
ガ
ス
本
支
管
改
良
工
事
の
本
町

二
・
三
号
線
工
区
及
び
北
十
二
号

線
外
工
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
月
二

十
五
日
に
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
天
然
ガ
ス
事
業
関
連
で

の
天
然
ガ
ス
及
び
温
泉
湯
送
管
入

替
移
設
工
事
は
、
十
一
月
二
十
九

日
に
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
立
病
院
関
係
で
は
、
十
月
一

日
付
で
内
科
臨
時
医
師
一
名
を
採

用
し
、
医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
用
画
像
管
理
シ
ス

テ
ム
一
式
の
納
入
を
九
月
十
九
日

に
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
十
一
月
末
日
現
在
の
火
災

発
生
件
数
は
五
件
で
、
建
物
が
二

件
・
車
両
が
一
件
・
野
火
が
二
件
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
救
急
件
数
は

二
百
四
十
六
件
で
、
う
ち
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
で
の
搬
送
は
十
三
件
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
同
期
よ
り
火
災
が

二
件
の
増
、
救
急
が
三
十
一
件
の

減
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
搬
送
件
数
は

三
件
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
の
事
業
で
は
、
秋
の

全
道
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
全

町
に
ポ
ス
タ
ー
や
「
火
の
用
心
」

の
旗
を
掲
示
し
た
ほ
か
、
福
祉
施

設
や
旅
館
、
大
型
店
舗
な
ど
不
特

定
多
数
の
方
が
出
入
り
す
る
施
設

の
防
火
査
察
、
女
性
消
防
団
員
に

よ
る
街
頭
啓
発
や
防
火
訪
問
、
各

地
域
の
分
団
に
よ
る
防
火
査
察
や

防
火
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
救
急
関
係
の
事
業
で
は
、
長
万

部
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研

修
生
に
対
し
普
通
救
命
講
習
を
実

施
し
た
ほ
か
、水
産
加
工
研
修
生
・

保
育
所
・
老
人
施
設
・
学
校
等
を

対
象
と
し
た
救
急
講
習
を
行
い
百

八
十
四
名
が
受
講
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
消
防
団
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

十
一
月
十
七
日
に
新
入
団
員
四
名

を
対
象
に
教
育
訓
練
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

費
者
相
談
関
係

消
政
関
係

労

設
関
係

建

共
下
水
道
事
業

公

防
関
係

消

院
事
業

病
ス
事
業

ガ
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保健師担当
地区一覧

地　　区 保健師
静狩・蕨岱・知来・大峯・双葉・陣屋町・元町
本町・新開町 中村

豊津・豊野・大浜・曙町・温泉町・高砂町
共立・栄原・富野 澤口

茶屋川・国縫・平里・花岡・中の沢・大町
南栄町・栗岡・美畑・旭浜 池田

マリア幼稚園で
食育教室を実施しました♪

町民専用の電話健康相談です。ご利用ください。

24 時間　年中無休　通話料・相談料無料

☎０１２０－５
こ こ は
５８－０

お しゃまんべ
４８

長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24

医師・看護師・栄養士・ヘルパーなど専門職がお答えします。

　１１月７日マリア幼稚園で長万部町ヘルスメイトの会
の協力のもと食育教室を実施しました。
　年長さん達が３種類のポンデケージョ（チーズパン）
を調理した後、保健師が栄養バランスについてお話し
をしました。
　自分達で作った野菜を使ったことで、試食でも「お
いしい！」との感想をたくさん聞くことができました。

～材　料～
子どもの手のひらサイズ15個分
　・じゃが芋　　　　　　175ｇ
　・片栗粉　　　　　　　36ｇ（大さじ４）
　・薄力粉　　　　　　　12ｇ（大さじ１）
　・塩　　　　　　　　　ひとつまみ
　・豆乳（または牛乳）　10ｇ（小さじ２）
　・とろけるチーズ　　　50ｇ
　・サラダ油　　　　　　適量
　・かぼちゃ　　　　　　30ｇ
　・人参　　　　　　　　30ｇ
　・枝豆　　　　　　　　25ｇ

～作り方～
①じゃが芋は茹でて粉ふきいもにする。
　南瓜は一口大に切りラップをかけてレンジで約１分加熱
してつぶしておく。
　人参は皮をむき、すりおろしてから水気を絞っておく。
枝豆は茹でてさやから取り出し細かく刻んでおく。
②じゃが芋が熱いうちにチーズを加えてチーズを溶かしな
がら芋をつぶす。
　片栗粉、薄力粉、塩も加えて混ぜ、豆乳を少しずつ入れ
ながら固さを調整する。
③生地を３つに分けてそれぞれボールに入れ、南瓜・人
参・枝豆をそれぞれのボールに加えてよく練り合わせる。
　各５個分に分けて丸め、厚さ約１ｃｍの丸形を作る。
④フライパンに油をひき、弱火で軽く焦げ目がつくまで両
面を焼く。（片面２～３分ずつ）
　※人参の水分が多いと丸めずらいので生地が柔らかい時
は片栗粉や薄力粉を足してください。
　今回は南瓜・人参・枝豆を入れるレシピですが、入れず
にじゃが芋だけでもおいしく食べられます。

●日　時　２月１３日（木）１３：３０～１５：３０
●場　所　八雲保健所
　　　　　八雲総合病院精神科医師が担当
　◇予約が必要です（前週の金
曜日まで）。事前に八雲保
健所に連絡してください。

　◇申込みの際、保健所保健師
が相談内容の概要について
お聞きします。

　　北海道八雲保健所（TEL：0137－63－2168）

こころの相談あります

☆健診日時：１月２１日（火）午後１時～１時３０分
☆対 象 者：
　▪１歳６か月児健康診査
　　平成30年５月20日～平成30年７月21日生まれ
　▪３歳児健康診査　　　　　　　
　　平成28年11月１日～平成28年12月31日生まれ
　▪５歳児健康診査
　　平成26年11月20日～平成27年１月21日生まれ
※対象者には個別通知をします。
通知がない場合はご連絡をお
願いします。

　平成２５年１０月から、６５歳以上
の肺炎球菌ワクチンが定期接種とな
りました。
　今年度対象の方には案内文書を
送っていますので、対象の方はお忘
れなく、役場に申請してください。
　案内が届いていた方は、令和２年３月末までに接種
しなければ、その後は定期接種として接種できなくな
りますので、ご注意ください。

１歳６か月児・３歳児・５歳児

健診対象のお子さん

成人肺炎球菌ワクチン

の申請はお済みですか？

料理のレシピで
す！
是非ご家庭で
も挑戦してみて
下さい♪
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保健福祉課健康推進室健康推進係（保健師）
☎２－２４５４

記載事項のお申し込み・お問い合わせは

　日本の死亡原因の第1位が「がん」であり、長万部町
も同様です。（表1、グラフ1）
　がんは日本人の約2人に1人は発症している身近な病
気であり、初期症状もほとんどない中で進行していく
ため症状が出る頃には重症化しています。
　早期がんに比べて進行がんの5年生存率は大幅に下
がっており、がんの治療はできるだけ早期に行うこと
が重要であることがわかります。（表2）
　がんの早期発見には、検診を受けることが有効で
す！長万部町では検診料の一部を助成しており、積極
的に受診を勧めています。
　また、40～60歳まで（子宮がん検診は20～60歳ま
で）の5歳きざみの年齢の町民を対象に、がん検診料
金の無料クーポン券を発行しています。
※無料クーポン券の該当者へは令和元年7月に送付し
ております。

　検診を受診する方法は主に2つあります。
①集団検診：胃・肺・大腸・前立腺がん検診、乳・子宮
がん検診をそれぞれ決められた検診日に受診できます。
　年に3回開催しており、広報等で周知しています。
②個別検診：乳・子宮がん検診を個別に医療機関で受
診できます。役場で受診券を発行した上で、受診をし
ます。

　検診の受診方法や料金などについてご不明なことが
ありましたら、お気軽に相談ください。
　がんを早期に発見し、健康に過ごすため、がん検診
を受けましょう！

◆ 受けて安心がん検診 ◆

　生活習慣病は年々増えています。健康で楽しく毎日
を送るため、１年に１度は必ず検診を受けましょう！！

長万部町役場内　ふれあい健康センター

★（表１）日本の死亡率（２０１７年）

★（表２）がんの進行程度による
　５年相対生存率

★（グラフ１）長万部町の死因（％）

※肝炎検査以外は、年に1度の検診です。

厚生労働省「人口動態統計」より　人口１０万対

公益財団法人がん研究振興財団　がんの統計’１８より
国保データベースシステム
　　地域の全体像の把握より

保健福祉課	健康推進室
　健康推進係	保健師まで

１月８日（水）～１月３１日（金）まで

・受けたい検診と、検診日、時間を予約申し込みしてください。
・各時間定員は２５名です。
・胃がん検診、特定健診・後期高齢者健診を受ける方は、前日
夜８時以降飲食できません。

　（朝の薬は飲んでから検診できます）

日　時

会　場

申し込み

対象者と料金・内容

がん検診･肝炎検査・特定健診
健康診査を実施します

検診日 受付時間

２月６日（木）

検診は時間予約制です
　　午前６時３０分～　７時００分
　　午前７時３０分～　８時００分
　　午前８時３０分～　９時００分
　　午前９時３０分～１０時００分

検診名 対象者 料金 検査の内容

胃がん検診

４０歳以上の町民

１,６００円 胃バリウム検査

肺がん検診 ４００円 胸部レントゲン検査

大腸がん検診 ４００円 便潜血反応検査

前立腺がん検診 ５０歳以上の町民
で男性 ６００円 血液検査

肝炎検査

４０歳以上の町民
で、過去に１度も検
査を受けたことが
ない方

７００円 血液検査
（Ｂ型・Ｃ型肝炎）

特定健診
４０歳以上の国保
加入者対象者には
受診券発行済み

無料

身長体重測定
腹囲測定
血圧測定
尿検査
血液検査
医師の診察

後期高齢者健診 後期高齢者医療受給者

健康診査 生活保護受給者

順位 疾患名
年齢調整死亡率（％）
男 女

１ がん（悪性腫瘍） 157.5 85.0
２ 心疾患 63.7 32.7
３ 脳血管疾患 35.5 19.4

早期がん（％）進行がん（％）
ステージ（進行度） Ⅰ期 Ⅳ期
胃がん 97.4 6.9
大腸がん 98.5 22.0
乳がん 100 38.5

がん
57.4

心疾患
26.5

脳血管疾患
4.4 その他

11.8
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長
万
部
の

コ
ー
ナ
ー

教
育

今
、
学
校
で
は

楽
し
い
お
も
ち
つ
き
♪

さ
か
え
保
育
所

　
先
月
行
わ
れ
た
、
さ
か
え
保
育

所
の
お
も
ち
つ
き
。
臼
・
杵
を

前
に
す
る
と
た
く
さ
ん
の
歓
声

を
上
げ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で

す
。
ね
じ
り
は
ち
ま
き
を
頭
に
巻

い
て
、
準
備
万
端
！
気
合
十
分
な

様
子
で
「
ぺ
っ
た
ん
、
ぽ
っ
た
ん

♪
」
と
、
リ
ズ
ム
良
く
お
も
ち
を

つ
く
姿
は
と
て
も
逞
し
く
見
え

ま
し
た
。
「
お
も
ち
は
何
の
為

に
つ
く
の
？
」
「
何

か
ら
で
き
て
い
る

の
？
」
と
、
こ
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ぶ
時
間
と
な
っ
た
の

で
は
・
・
・
と
思
い

ま
す
。
な
ん
と
言
っ

て
も
楽
し
み
な
の
は
、

つ
き
た
て
の
お
も
ち

が
食
べ
ら
れ
る
こ

　
10
月
19
日
（
土
）
、
東
京
理
科

大
学
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
学

寮
祭
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
雨

天
の
中
、
沢
山
の
方
々
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
企
画
、

模
擬
店
も
、
教
職
員
の
方
の
力
を

借
り
な
が
ら
も
学
生
達
の
手
で
作

り
上
げ
、
特
に
ダ
ン
ス
部
の
公
演

や
軽
音
楽
部
、
音
楽
部
の
演
奏
は

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。
模
擬
店
も
盛
況
で
早
い

と
こ
ろ
で
は
１
時
間
で
売
り
切
れ

る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
し
た
。
ま
た

委
員
会
が
主
導
し
た
化
学
実
験
も

朝
早
く
の
開
始
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
子
供
た
ち
を
中
心
に
大
人

気
で
し
た
。
我
々
実
行
委
員
会
は

５
月
の
発
足
以
降
、
学
寮
祭
に
向

け
て
精
一
杯
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
を
少
し
で

も
笑
顔
に
で
き
て
い
た
ら
幸
い
で

す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
当
日

は
多
く
の
ご
来
場
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
以
降
も

東
京
理
科
大
学
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

学
寮
祭
実
行
委
員
一
同

と
。
み
ん
な
で
パ
ク
リ
ッ
！
と
食

べ
、
満
面
の
笑
み
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
や
っ
ぱ
り
つ
き
た
て
は
格

別
♪
と
っ
て
も
楽
し
く
、
美
味
し

い
お
も
ち
つ
き
と
な
り
、
大
満
足

な
様
子
で
し
た
。
新
し
い
一
年
を

神
様
に
見
守
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
一
生
懸
命
つ
い
た
お
も
ち
。
今

年
一
年
、
健
康
で
幸
せ
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
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東京理科大学
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「
あ
い
さ
つ
」
の
大
切
さ

長
万
部
中
学
校
長

渡
　
邉
　
直
　
樹

　４
月
に
本
校
に
着
任
し
て
か
ら
、毎
日

感
心
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ

は
、生
徒
た
ち
の
あ
い
さ
つ
の
素
晴
ら
し

さ
で
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」「
こ

ん
に
ち
は
。」と
廊
下
で
す
れ
違
う
た
び

に
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま

す
。
先
生
方
も
そ
れ
に
負
け
な
い
く
ら

い
元
気
に
生
徒
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
ま
す
。と
て
も
素
敵
な
伝
統
が
育

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　私
自
身
振
り
返
っ
て
み
る
と
、三
十
数

年
前
に
教
員
に
な
り
た
て
の
頃
、始
業

式（
入
学
式
）の
朝
、私
も
生
徒
も
緊
張

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
教
室
に
入
り
初

顔
合
わ
せ
の
時
に「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
生
徒
た
ち
に
声
を
か
け
る
と
、元

気
の
良
い
声
で「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ

の
瞬
間
、お
互
い
の
緊
張
感
が
と
け
て

ホ
ッ
と
し
ま
す
。な
ん
と
も
心
地
よ
い
瞬

間
で
、よ
い
一
年
間
が
ス
タ
ー
ト
で
き
そ

う
な
雰
囲
気
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
、「
こ
ん
に
ち
は
」
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」な
ど
の
言

葉
が
心
を
通
わ
せ
、自
然
と
会
話
が
始

ま
り
人
と
人
と
を
つ
な
い
で
い
き
ま
し
た
。

　あ
る
人
は
、『
人
間
は
唯
一
、
感
情
を

隠
せ
る
動
物
だ
か
ら
。「
あ
な
た
の
敵
で

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
伝
え
る
た
め
に
、

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
相
手
の
警
戒
心

を
解
き
ほ
ぐ
し
、
安
心
感
を
与
え
る
と

い
い
ま
す
。あ
い
さ
つ
は
、
相
手
の
存
在

を
認
め
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。相
手
が

そ
こ
に「
居
る
」こ
と
を
認
め
た
か
ら
こ

そ
、「
敵
で
は
な
い
」こ
と
を
知
ら
せ
る
の

で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、自
分
が
し
た
あ
い

さ
つ
に
相
手
が
無
反
応
だ
っ
た
時
、「
敵

と
み
な
さ
れ
た
」と
い
う
よ
り
、
自
分
の

存
在
を
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と

に
多
く
の
人
が
不
快
感
を
抱
く
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。』と
言
っ
て
い
ま
す
。

　あ
い
さ
つ
が
相
手
の
存
在
を
認
め
る
こ

と
だ
と
す
れ
ば
、「
私
は
あ
な
た
が
そ
こ

に
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
よ
！
　
気
が

つ
い
て
い
る
よ
！
」と
い
う
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
に
な
り
、
良
い
人
間
関
係
を
作

る
た
め
に
と
て
も
効
果
的
な
も
の
と
言

え
ま
す
。
逆
に
相
手
に
無
視
さ
れ
る
こ

と
は
精
神
的
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
と
も
言
え
ま
す
。人
は
あ
い
さ

つ
さ
れ
た
ら
嬉
し
い
し
、反
対
に
あ
い
さ

つ
さ
れ
な
い
と
存
在
を
否
定
さ
れ
た
よ

う
で
悲
し
く
な
り
ま
す
。
自
分
の
存
在

を
認
め
て
欲
し
け
れ
ば
、
自
分
か
ら
も

あ
い
さ
つ
を
し
て
、お
互
い
の
存
在
を
認

め
合
う
姿
勢
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、集
団
生
活
で

の
あ
い
さ
つ
は
と
て
も
大
切
で
あ
り
、学

校
で
繰
り
返
し
あ
い
さ
つ
の
指
導
が
続

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
納
得
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を
生

徒
た
ち
に
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

長万部高等学校 長万部小学校
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１１月２７日　
長万部町教育研究集会（公開研究授業）

１２月５日
全校参観日（全校「特別な教科道徳」授業公開）

通年週１回
中学校教諭による乗り入れ授業（５，６年外国語）

友達との話合いの中で、自分の考えを説明する力を高めます。２年生見学旅行～京都、奈良、そして大阪に３泊４日で行ってきました。

小中高合同発表会～高校生は、「まちづくりプロジェクト」の成果を発
表しました。ご協力・ご来校下さった方々、ありがとうございました。

マリア幼稚園訪問～「子どもの発達と保育」の授業の一環とし
て、幼稚園で絵本の読み聞かせを行いました。

意見を出し合い、多様な意見から自分の考えを高めます。

英語を使ったコミュニケーション力を高めます。

１０月２９日～１１月１日

１１月１９日

１１月２９日



一　般　　　3,000円（当日3,500円）
高校生以下　1,500円（当日2,000円）
●日時：令和２年２月13日（木）開演18：30
●場所：学習文化センター文化ホール
●出演：宇梶剛士　山崎銀之丞　朝倉伸二

チケット販売中！　全席指定

～長万部町成人式を実施いたします～

　社会教育委員を13年の永きにわたり勤
め、現在も在任中であるとして、北海道社
会教育委員連絡協議会表彰を受賞しまし
た。
　地域女性団体連絡協議会の会長を多年
にわたり勤め、減少傾向にある数少ない女
性団体活動を継続していることなどが認め
られました。

表彰候補者選考委員を公募します
　２月に表彰式を予定している長万部町教育功労・実践活動顕彰候
補者の選考委員を募集します。
　応募される方は、1月１５日（水）までに教育委員会事務局までお申
し込みください。※募集人員は５名以内で、募集人員に達し次第締
め切りとなります。
　●お問い合わせ先　学校教育係　2-2748

　長万部町成人式を下記のとおり行います。新成人・来賓の皆様お待ちしています。
●日　時　令和２年１月１２日（日）　式典１５：００　祝賀会１６：００
●会　場　学習文化センタ－（式典・写真撮影）
　　　　　福祉センタ－（祝賀会）※会費１，０００円を当日いただきます。
●お問い合わせ先　社会教育係　☎２－２７４８　～保護者の方もご覧いただけます～

高森愛美さん（社会教育委員）
北海道永年勤続功労

社会教育委員表彰受賞！

ゲームじゃない　心の傷は

　　　　回復（ヒール）なし

● 長万部中学校　西川　智貴くん

放課後みっけクラブかわら版
　１１月のみっけクラブでは、外部講師をお呼びして、「陶芸教室」を行いまし
た。ロクロは使わずスライスされた粘土からラッコのお皿を製作。講師と交流し
ながら世界に一つだけのお皿をつくることができました。同じお皿を作っている
のに、一人ひとりラッコの表情が違うのが面白かったです。
（Ｏｆｆｉｃｅごえん　中野美貴）
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　町営スキ－場は１月４日からリフトを運行する予定です。
　積雪状況により、運行開始日が遅れる場合がありますので、ご理解をお願いします。
その他、雨などでゲレンデ状態が悪い場合は、運行を中止とさせていただきます。

（リフト運行開始後　運行時間）
月曜日　休み（冬休み中は運行します。１７：００～２１：００）　火曜日～金曜日　１７：００～２１：００
土曜日・日曜日　９：００～２１：００
※夜間の利用は通常午後９時までですが、午後８時で利用者がいない場合は、その段階で終了させ
ていただきます。

（長万部スキ－クラブ主催）
●日　時　令和２年１月２８日（火）・２９日（水）
　　　　　１８：３０～２０：３０
●場　所　町営スキ－場
●対　象　町内在住で中学生以上の方　
　　　　　（小学生で級別テスト受検予定の方は可）
●定　員　１５名
●申込み　教育委員会に申込
　　　　　み用紙があります。

（教育委員会主催）
●日　時　令和２年１月１４日（火）・１５日（水）
　　　　　　　　　 ２１日（火）・２２日（水）
　　　　　１８：３０～２０：３０
●対　象　町内小学３年生～６年生　
●定　員　５０名
●申込み　「初心者スキ－教室」と同様です。

（長万部スキ－クラブ主催）
●日　時　令和２年１月１６日（木）・１７日（金）
　　　　　　　　　 ２３日（木）・２４日（金）
　　　　　１８：３０～２０：３０
●場　所　町営スキ－場
●対　象　町内小学１・２年生
●定　員　４０名
●申込み　学校で配布された参加申込書に記入

捺印の上、社会教育係へ提出してくだ
さい。電話での申込みはできません。

町営スキ－場からお知らせ

あいさつは

　　心を動かす　きっかけだ

● 静狩小学校　中村　香音さん

町民スキ－教室

ジュニアスキ－教室

初心者スキ－教室

参加者を募集します

１月のボランティア少年団活動

冬季スポ－ツ合宿について

●日　　時　１月２５日（土）１０：００
●会　　場　学習文化センタ－
●内　　容　図書館ボランティアなど

　１月８日から１３日まで、室蘭栄高校・滝川西高校
のバスケットボ－ル部約２５０名が合宿で来町します。
　スポ－ツセンタ－アリ－ナが利用できませんが、ご
協力をお願いします。１４日から通常となります。
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№２６０ コリドール交流ネットワーク近隣６地域の情報コーナー

今　金　町

豊 浦 町 黒松内町

八雲町熊石地域八雲町八雲地域

せたな町北檜山区 せたな町大成区せたな町瀬棚区

～公営温泉浴場～

～全長１００ｍの氷のすべり台！～～ピリカスキー場～

～冬期間は月１回の特別開催～

第３土曜市の開催！ マナヴェール冬休みイベントのお知らせ● ● ● ●

『１２月２１日オープン！（予定）』

『温泉ホテルきたひやま』 『やすらぎ館』
『貝取澗公営温泉浴場』

『第３３回八雲さむいべや祭り』
『熊石海洋深層水の分水中！』

● ●

● ● ● ●
● ●

● ●
● ●

　スキーシーズン到来！ピリカスキー場が
１２月２１日、いよいよオープンする予定です。
◎リフト券料金（１日券）
　大人　　　　　３,４００円
　小人・シニア　２,５００円
　※ほかにも回数･ナイター･シーズン券あり。
◎営業期間・時間
　・１２月２１日～３月２２日
　・ナイター営業（週３日）
　　１月２１日～２月２９日　毎週火・木・土曜日
　（上記のほか、１月２日～１月１９日はナイター営業します）
　・通常営業
　　９：００～１６：００（最終リフト搭乗１５：３０）
　・ナイター営業
　　１６：００～２１：００（最終リフト搭乗２０：３０）
※その他にも多数お得な情報がありますの
　で詳しくは下記お問い合わせ先まで
【お問い合わせ先】
　クアプラザピリカ　　（☎０１３７－８３－７１１１）

◎前夜祭～２月８日（土）午後５時～８時

　【内容】八雲高校吹奏楽局演奏会、

　　　　　　バンド演奏、ミニ花火大会等

　　※氷のすべり台は、午後１時から利用できます。

◎本祭～２月９日（日）午前１０時～午後３時

　【内容】

　　氷のすべり台、スノーモービル「白熊号」、

　　雪中駅伝大会、

　　町民雪像、お楽しみゲーム大会、

　　各種バザー、ビンゴ大会、餅まき等

【お問い合わせ先】

　八雲町公民館内　　（☎０１３７－６３－３１３１）

　海洋深層水の分水は、熊石漁港内の熊石
海洋深層水総合交流施設で行い、ポリタンク
やペットボトルなどへの小口分水と車両に積
載された大型タンクへの大口分水の２種類の
分水施設があります。
　さまざまな効果が期待されていますので、
この機会にぜひお試しください。
　なお、冬期間（１２月～３月）については、
小口販売機の営業が平日のみとなります。
◎町外利用者
　○小口分水　一般用（２０㍑）１００円
　　　　　　　業務用（１立米）６１０円
　○大口分水　一般用（１立米）６１０円
　　　　　　　業務用（１立米）６１０円
【お問い合わせ先】
　熊石海洋深層水総合交流施設

（☎０１３９８－２－２３００）

　ふれあい市場は今後、特別開催として３月

まで月１回の開催を予定しております。

◎特別開催予定（月１回）

　初 場 所　１月１８日（土）

　如月場所　２月１５日（土）

　弥生場所　３月２１日（土）

　いずれも１４時から１４時３０分まで

◎場　所

　ふれあい市場（温泉ホテルきたひやま横）

【お問い合わせ先】

　せたな町役場まちづくり推進課

（☎０１３７－８４－５１１１）

　弱アルカリ性温泉で、冷え性、神経痛、火

傷などに効能があります。美肌効果のある成

分も含まれているそうです。

◎場　所

　瀬棚区本町（旧国鉄瀬棚駅跡地）

◎営業時間

　１０時から２１時まで

　　※毎月第１・３月曜日定休

◎入浴料

　大人４００円、中人１４０円、小人７０円

【お問い合わせ先】

　やすらぎ館　　　（☎０１３７－８７－３８４１）

　ナトリウム塩化物・炭酸水素塩温泉で、関
節リウマチや腰痛症、冷え性をはじめ、疲労
回復などにも効果があります。
露天風呂も併設されておりますので、心身と
もにリフレッシュしませんか。
◎場　所

　大成区貝取澗３８６番地１
◎営業時間

　９時から２０時まで
◎入浴料

　大人４００円、中人１４０円、
　小人７０円、幼児無料
【お問い合わせ先】

　貝取澗公営温泉浴場
（☎０１３９８－４－５５２２）

　ふれあいの森情報館マナヴェールでは次の日程で冬休みイベント

を開催します。

　イベントでは読み聞かせのほか、レジン（樹脂）を使った工作など

家族で楽しめる

　内容となっていますので、御家族、御友人をお誘い合わせの上、ご

参加ください。

■日　時　令和２年１月９日（木）・１０日（金）１３：３０～

■会　場　ふれあいの森情報館マナヴェール

　　　　　寿都郡黒松内町字黒松内３８０－２

■お問い合わせ先　

　ふれあいの森情報館マナヴェール　　  ☎０１３６－７７－２８２８

　黒松内町教育委員会　　　　　　　　 ☎０１３６－７２－３１６０

　毎月、第３土曜日に天然豊浦温泉しおさいの玄関前にて、豊浦町産

の魚介類等を販売する『第３土曜市』を開催しています。１月は、旬の

ホタテを販売いたしますので、ぜひお越しください。

■日　時　１月１８日（土）午前１０時～１１時

　午後６時から９時（開場午後５時３０分）

■場　所　天然豊浦温泉しおさい

　◆数量限定につき売り切れ次第終了します。天候等により中止に

　　なる場合がございますので、あらかじめご了承をお願いします。

■お問い合わせ先

　産業観光課水産・資源循環プラント係

　☎０１４２－８３－１４０９

【はしっこ同盟】
豊浦町・黒松内町の情報コーナー

№８

18



北海道新幹線情報

搬入予定路

２０１９年度

　北海道新幹線建設工事の長万部町関係では、立岩トンネル（ルコツ）工区、立岩トンネル（豊
津）他工区、豊野トンネル外１箇所他工区、内浦トンネル（静狩）他工区の４ヵ所で工事等が進
められております。
　今回の北海道新幹線情報では、各工区の進ちょく状況と新幹線工事の発生土の新規受入地につ
いて、お知らせします。

※豊野トンネル外１箇所他は、豊野トンネル・幌内トンネルの２つの工事となります。

○トンネル工事で発生する土の受入先が、新たに１箇所追加になりました。

令和元年１２月１日現在

発生土受入地【共立】
※搬入路については、予定となっております。

お問い合わせ先
役場　新幹線推進課　　　（☎２－２４５０）

鉄道建設・運輸施設整備支援機構
　北海道新幹線建設局　長万部鉄道建設所

（☎２－６１００）

工区名 総延長 掘削延長 掘削率 備　　　考

立岩トンネル（ルコツ） ５，０００ｍ ９８２ｍ １９．６％

立岩トンネル（豊津） ２，０６０ｍ ０ｍ ０．０％ 令和２年春掘削予定

豊野トンネル外１箇所他（豊野）※ ２，１８０ｍ ０ｍ ０．０％ 令和２年夏掘削予定

内浦トンネル（静狩） ５，５７０ｍ ５８８ｍ １０．５％

ダンプカーとかの大きい
車が通ることになるから
注意しないとね！
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除雪事業は、長万部町建設協会に委託して実施します。
町道の交通安全確保に万全を期するように取り組みますので、町民のみなさんのご協力をお願いします。
なお、除雪作業は長万部町建設協会に加盟する業者で実施します。

◆委託業者名　　長万部町建設協会　　　　◆地　域　名　　長万部町一円

除雪事除雪事業業ににご協力ご協力をを
お願いしまお願いしますす 建設課　☎2－2456

長万部町建設協会　☎2－3381
お問い合わせ先

雪捨て場のご案内
町では、下記の町有地に公共雪捨て場を設けておりますのでご利用ください。

※今年より、ふれあい大橋下町有地および平里地区フラノベツ川横町有地の
　雪捨て場は使用できなくなりました。

●
ふれあい公園

●

●

●

長万部小学校

長万部造園

長万部消防署

長万部駅

ふ
れ
あ
い
大
橋

火防踏切横（旧電気区前）

また、ごみや土砂等が混入しないようご協力願います。

除除除除除除除除除除除除除除除除雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪作作作作作作作作作作作作作作作作業業業業業業業業業業業業業業業業のののののののののののののののの妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨げげげげげげげげげげげげげげげげににににににににににににににににななななななななななななななななららららららららららららららららなななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううう、、、、、、、、、、、、、、、、次次次次次次次次次次次次次次次次ののののののののののののののののここここここここここここここここととととととととととととととととににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力ををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいいいいいいいししししししししししししししししまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすす除雪作業の妨げにならないよう、次のことにご協力をお願いします。。。。。。。。。。。。。。。。。

▲

敷地内の雪は、路上に投げ出さないでください。
　※特に除雪後に投げ出されると、ワダチ等ができ、通行車両や歩行者に迷惑がかかります。▲

町道内に車の駐車（路上駐車）をしないでください。▲

早朝などの除雪作業時間帯は、公共施設内駐車場に駐車しないでください。
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交 通 安 全 コ ー ナ ー の～んびりいこうや北海道

除雪事業は、長万部町建設協会に委託して実施します。
町道の交通安全確保に万全を期するように取り組みますので、町民のみなさんのご協力をお願いします。
なお、除雪作業は長万部町建設協会に加盟する業者で実施します。

◆委託業者名　　長万部町建設協会　　　　◆地　域　名　　長万部町一円

除雪事除雪事業業ににご協力ご協力をを
お願いしまお願いしますす 建設課　☎2－2456

長万部町建設協会　☎2－3381
お問い合わせ先

雪捨て場のご案内
町では、下記の町有地に公共雪捨て場を設けておりますのでご利用ください。

※今年より、ふれあい大橋下町有地および平里地区フラノベツ川横町有地の
　雪捨て場は使用できなくなりました。

●
ふれあい公園

●

●

●

長万部小学校

長万部造園

長万部消防署

長万部駅

ふ
れ
あ
い
大
橋

火防踏切横（旧電気区前）

また、ごみや土砂等が混入しないようご協力願います。

除除除除除除除除除除除除除除除除雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪作作作作作作作作作作作作作作作作業業業業業業業業業業業業業業業業のののののののののののののののの妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨妨げげげげげげげげげげげげげげげげににににににににににににににににななななななななななななななななららららららららららららららららなななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううう、、、、、、、、、、、、、、、、次次次次次次次次次次次次次次次次ののののののののののののののののここここここここここここここここととととととととととととととととににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力ををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいいいいいいいししししししししししししししししまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすす除雪作業の妨げにならないよう、次のことにご協力をお願いします。。。。。。。。。。。。。。。。。

▲

敷地内の雪は、路上に投げ出さないでください。
　※特に除雪後に投げ出されると、ワダチ等ができ、通行車両や歩行者に迷惑がかかります。▲

町道内に車の駐車（路上駐車）をしないでください。▲

早朝などの除雪作業時間帯は、公共施設内駐車場に駐車しないでください。

温泉スタンド利用のご案内

お酒を飲んでの運転は重大な犯罪です！

●お酒を飲んだら運転しない
●運転する人にはお酒を飲ませない
●お酒を飲んだ人には運転させない

みなさん一人ひとりが絶対に
　　　　　　　　「飲酒運転をしない・させない・許さない」を徹底し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飲酒運転を根絶しましょう。
みんなで守ろう３つの約束

　新しい年を迎え、この時期は新年会などお酒を飲む機会が多くなります。
お酒を飲んだ人が、どんなに酔いはさめたから運転は大丈夫と主張しても、
絶対に運転させてはいけません。車を運転する時は、仲間や友達から　お酒
をすすめられてもキッパリ断りましょう。
　飲酒運転を知りながら同乗した場合、同乗者も一緒に罰せられます。

町では、みなさんに健康増進を図っていただくため、温泉スタンドを設置しております。
ご利用方法は、下記のとおりですのでご利用ください。
（※温泉スタンドとは＝温泉水を提供するための施設です）

【温泉スタンドの利用について】
◆設置場所　長万部町字平里99番地の21（右図参照）
◆利	用	料　無料
◆利用期間　通年（冬期間も利用できます）
◆利用時間　午前８時３０分から午後４時３０分
■遵守事項　
○温泉スタンドの器具等を破損しないでください。
○１人１回当たり温泉の利用量は、概ね200㍑までとします。
○利用後は器具等を整とんしてください。
○他人に迷惑となる行為をしないでください。
○許可なく隣接する天然ガス施設への立ち入りを禁止します。
○営業目的の温泉水利用は禁止いたします。
○その他管理上必要な事項に反する行為をしないでください。

【利用方法および注意事項】
○容器（ポリタンク等）は、利用者が持参してください。
○給湯口（蛇口）のレバーを下げて温泉を汲んでください。
○温泉利用は、希釈利用の方法もあります。　
　（例）温泉：お湯＝１：１（２倍希釈）など
（注意事項）
　温泉は、浴用のみに利用し、飲用はしないでください。
温泉成分により風呂釜、浴槽等に悪影響を及ぼすことがあります
のでご注意ください。利用後は、水洗いをおすすめします。
（※温泉の利用は、自己の責任においてご利用ください。）
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　小学校・中学校・高校が冬休みに入っています。

児童生徒のみなさんは帰宅時間を守りましょう。
静狩小学校　→　午後４時　　　長万部小学校　→　午後４時半
中　学　生　→　午後６時　　　高　校　生　　→　午後１０時

　地域の皆様におかれましては、児童生徒が健全な冬休みを過ごせるよう、ご理解・ご協力をお願いします。
　家庭の皆様におかれましても、子どもたちの規則正しい生活と健康管理に十分に留意していただくとともに、家
族で楽しい思い出をつくるなど、有意義な冬休みを過ごしてください。

～外出するときは、「誰と」「どこへ」｢何時まで」などをお家の人に伝えましょう。
～車で近づいてきて写真を撮るなど、犯罪につながる可能性のある事案が町内で数件あります。知らない人につい
ていったり、車に乗ったりしてはいけません。不審な人・車をみかけたら交番に連絡・相談してください。
～公共施設で、大音量で音楽をかけたり、ゴミなどをちらかしてはいけません。公共マナ－を守りましょう。保護
者の方もマナ－の指導をお願いします。
～カラオケなどは、保護者同伴でお願いします。生徒同士だけの出入りはしないでください。
～つららや雪が落ちてくると危険です。屋根の下などは、決して近づいてはいけません。
～小学校・中学校・高校で、｢冬休みのきまり」｢冬休みの過ごし方｣｢冬休みの生活心得」などを児童生徒に配布し
ています。ル－ルを守りましょう。

町内小学校･中学校いずれも　　１２月２５日（水）～１月１３日（月）まで
高　校　　１２月２１日（土）～１月１３日（月）まで

万が一のときは　子ども１１０番の家に相談を　（敬称略）

　★児童生徒・保護者の皆様へ　

２０２０　冬休みのしおり
長万部町青少年健全育成推進協議会より

豊　　津 新　開 温　泉
1 田 　 中 　 稔 　 明 20 加 　 谷 　 　 　 脩 36 大 　 成 　 館

国　　縫 南　栄 37 横 　 井 　 　 　 篤
2 長 　 﨑 　 　 　 厚 21 北 　 口 　 義 　 昭 38 ミ 　 モ 　 ザ
3 横 　 山 　 雅 　 仁 22 村 　 上 　 義 　 文 39 丸 　 金 　 旅 　 館
4 畑 　 中 　 次 　 男 23 安 　 田 　 善 　 仁 40 四 国 屋 ホ テ ル
5 川 　 村 　 商 　 店 24 葛 　 西 　 一 　 昭 陣　屋
6 国 縫 郵 便 局 25 セ イ コ － マ － ト 41 サ ン ワ 電 器

中の沢 26 イ エ ロ － グ ロ － ブ 42 呉 洋 品 店
7 坂 　 井 　 豊 　 治 髙　砂 43 明 和 電 設
8 山 　 田 　 健 　 一 27 小 　 林 　 商 　 店 44 岡 　 本 　 光 　 司
9 桑 　 原 　 恒 　 雄 28 セ ン セ － シ ョ ン 茂 旭　浜

大　浜 富　野 45 長 万 部 モ － タ － ス
10 石 垣 自 動 車 29 大 　 谷 　 敏 　 弥 共　立

大　町 栄　原 46 遠 　 藤 　 隆 　 憲
11 木 　 戸 　 商 　 店 30 サ ラ サ 美 容 室 静　狩　
12 お し ゃ ま ん べ 交 通 元　町 47 四 十 物 商 店
13 白 鳥 ふ と ん 店 31 青 　 沼 　 商 　 店 48 鈴 　 木 　 栄 　 一
14 松 　 浦 　 製 　 麺 32 赤 　 塚 　 商 　 会 49 大 　 慈 　 寺
15 グ 　 ラ 　 ス 33 セブンイレブン長万部店 50 静 狩 郵 便 局
16 守 田 豆 腐 店 34 高 　 森 　 治 　 光 51 和 島 呉 服 店

本　町 平　里
17 ま る は な 生 花 店 35 佐 々 木 建 業
18 長 万 部 郵 便 局
19 柴 山 保 険 事 務 所

※万が一のときは、子ども１１０番の家でなくても近くの家に相談しましょう。子ども１１０番の
家として協力して下さる方はぜひご連絡ください。教育委員会社会教育係　℡２－２７４８
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　いよいよ厳冬期に入りますが、ついうっかり水道
などを凍らせてしまうお宅が増える季節です。
　凍結防止のため、これからは外出やおやすみ前に
は、水抜きをする習慣をつけるようにしましょう。 ■12月31日（火）㈱佐々木配管　　☎２－3142

■１月１日（水）㈱佐々木配管　　☎２－3142
■１月２日（木）黒沢設備　　　　☎２－4824
■１月３日（金）㈱光設備サービス☎２－3937
■１月４日（土）黒沢設備　　　　☎２－4824
■１月５日（日）㈲新開配管工業　☎２－3252

上記期間以外は下記へ

指定給水装置工事事業者

●㈱佐々木配管　●㈲新開配管工業黒沢設備
●黒沢設備　　　●㈱光設備サービス

※１月６日（月）からは通常の業務体制になります。

■水　道
　じゃ口を開いて水抜栓で水落としをする。
■水洗トイレ
　長期不在にするときは、貯水タンクなどの水を
落とし、便器に不凍液を入れてください。
■ガス湯沸器・ガス風呂釜（シャワー付き）
　水道の水抜栓で水落としをし、ガス器具の水抜
栓・水栓ハンドルを開いて水を抜く。

◎有効期限：令和２年３月３１日（火）まで

■タクシー料金助成券の有効期限にご注意ください！

　対象となる高齢者・障がいをお持ちの方々には、申請書類を送付してありますが、まだ手続き
が済んでいない方は、お早めに申請をお願いします。
　また、タクシー料金助成券には有効期限がありますので注意してください。

※施設等に入所されている方は、助成の対象になりません。
※助成券の第３者への譲渡等を禁止しています。助成金額の返還を求め
　る場合もありますので留意願います。

水道・水洗トイレ・ガス湯沸器などの

保健福祉課福祉係　☎２－２４５４申請・お問合せ先

凍 結 に ご 注 意 を

凍結防止対策は

お問い合わせ先 水道ガス課（☎２－２８６２）

＝年末年始中に凍結した場合は、
　次のところへ連絡してください＝
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■給料からの特別徴収とは…
　個人住民税（町・道民税）の特別徴収は、雇用主（会社）が給与所得者（従業員）に代わり毎月の給料から個人住民税
を特別徴収（給料からの天引き）し、従業員の住所地の市町村に納入していただく制度です。

■給与所得者（従業員）の皆様へ…
　給与所得者（従業員）のみなさまにとって１期当たりの税負担額が大幅に軽減されるなど、大きなメリットがあります。
　　・特別徴収されていない場合：６・８・１０・１２月の４期で各期３万円をご自身で金融機関等に納付します。
　　・特別徴収へ切り替えた場合：毎月の給料から、雇用主が１万円を天引きし従業員に代わり納付します。
　事実上、年間１２回の分割納付となりますので、１期当たりの税負担額が３分の１程度に緩和され、家計の負担を軽減で
き、納め忘れや督促・滞納処分（差し押え等）を受ける心配がなくなります。
※徴収方法の切替手続きは事業所が行いますので、詳しくは事業所の担当者へご相談ください。

■雇用主の皆様へ…
　地方税法により、給与所得者の個人住民税は原則として特別徴収により納めることとされています。
　従業員の方の年税額については市町村から事前に通知される税額に基づき、毎月の給料から引き去り（天引き）し、翌
月１０日までに金融機関で納めていただくことになります。
　年度途中であっても切り替えることができますので従業員の住所地の市町村にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　税務課（☎２－２４５２）

　マイナンバー制度の導入により、確
定申告書にもマイナンバーの記載が義
務づけられました。
　申告する方のマイナンバーカードま
たは通知カードと運転免許証などの身
分証明書をご持参ください。扶養する
方のマイナンバーがわかるものも必要
です。
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元
（
平
成
31
）
年
分
の
給

与
の
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を

超
え
る
人

②
１
か
所
か
ら
給
与
を
受
け
る
給

与
所
得
者
で
、
地
代
・
家
賃
・

原
稿
料
な
ど
の
合
計
所
得
金
額

が
20
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
の
支
払
い
を
２
か
所
以
上

か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、
年
末

調
整
を
受
け
た
給
与
以
外
の
給

与
収
入
と
地
代
・
家
賃
・
原
稿

料
な
ど
の
所
得
の
合
計
金
額
が

20
万
円
を
超
え
る
人

④
年
の
中
途
で
退
職
し
て
、
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
で
、

そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
人

○
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す

①
雑
損
控
除
・
住
宅
取
得
等
特
別

　
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

②
医
療
費
控
除
な
ど
の
適
用
を
受

け
る
場
合

※
医
療
費
控
除
が
該
当
す
る
人
は
、

令
和
元
（
平
成
31
）
年
中
に
支

払
っ
た
医
療
費
が
10
万
円
か
、令

和
元
（
平
成
31
）
年
中
の
所
得
金

額
の
５
％
相
当
額
か
の
い
ず
れ
か

低
い
金
額
を
超
え
る
人
で
す（
超

え
た
金
額
が
控
除
と
な
り
ま
す
）

※
申
請
書
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て

き
て
く
だ
さ
い

【
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

　
税
務
課
（
☎
２

－

２
４
５
２
）

所
得
税
の
確
定
申
告
、
納
税
期
間
は
、

令
和
２
年
２
月
１7
日（
月
）か
ら
３
月
１6
日（
月
）ま
で
で
す
！

町・道民税の給与からの特別徴収制度のご案内

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

に
つ
い
て

確
定
申
告

マイナンバーについて
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町立病院からのお知らせ
◆１月の外来診療についてお知らせします◆

内
　
　
　
　
　
　
　
科

１２月３０日（月） ３１日（火） １月１日（水） ２日（木） ３日（金）
午 前 塩 田 医 師 休 診 休 診 休 診 休 診午 後 伊 藤 医 師

６日（月） ７日（火） ８日（水） ９日（木） １０日（金）
午 前 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師

１３日（月） １４日（火） １５日（水） １６日（木） １７日（金）
午 前 休 診 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 塩 田 医 師
午 後 塩 田 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師

２０日（月） ２１日（火） ２２日（水） ２３日（木） ２４日（金）
午 前 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師

２７日（月） ２８日（火） ２９日（水） ３０日（木） ３１日（金）
午 前 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師 塩 田 医 師

外
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師午 後 休 診

小
児
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 休 診 出張医（北大） 休 診 休 診 出張医（北大）午 後

★午前・午後の担当医師をよくご確認のうえ、受診願います。
★個人で健康診断を受ける方について、午前は10時30分まで、午後は３時までに来院願います。

★１月23日（木）は村永医師が不在のため、休診となります。★２月10日（月）は村永医師が不在のため、休診となります。
★毎週木曜日の午後は休診となります。　

★小児科については、診療開始時間が９時30分頃からとなります。
★１月21日（火）・28日（火）は健診のため、午後の診療は２時過ぎからとなります。

★１月の外来診療はありません。　　　　　　★２月の外来診療日は19日になります。
★診療は吉田眼科（函館市）が担当します。　　　　★診療は予約制で60名までとなります。
※都合により医師の変更または休診となる場合があります。　　  　【ご予約・お問い合わせ先】長万部町立病院　☎2－5611

【内科・外科受付時間】　午前８時30分～11時30分　　午後１時30分～４時

【小児科受付時間】　午前８時30分～10時30分　午後１時30分～３時30分

リハビリ始めてます

診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。
地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただくなど、適正受診にご協力をお願いいたします。

【眼　　科】偶数月の第３水曜日診療（ただし、祝日等の場合は休診または変更となります。）【診療時間】午前10時～午後１時

リハビリをご希望される患者様は、最初に診察又は他院からのリハビリ情報提供書等が必要です。
なお、リハビリは運動器系と呼吸器系のみとなりますので疾患により対象とならない場合もあります。

【お問い合わせ・書類提出先】　長万部町立病院庶務係（☎２－５６１１）

長万部町立病院では看護師・臨時管理栄養士を募集しています。応募される方は、関係書類を添えて提出してください。

看護師・臨時管理栄養士 募集のお知らせ

区　　分 看護師
募 集 人 数 若干名
応 募 資 格 看護師の資格を有している方
提 出 書 類 履歴書、（写真貼付・市販用紙可）、資格（免許証）の写し
選 考 方 法 書類選考及び面接により決定
応 募 期 限 令和２年１月31日（金）
採 用 年 月 日 令和２年３月１日（日）

区　　分 臨時管理栄養士
募 集 人 数 １名
応 募 資 格 管理栄養士の資格を有している方
提 出 書 類 履歴書、（写真貼付・市販用紙可）、資格（免許証）の写し
選 考 方 法 書類選考及び面接により決定
応 募 期 限 令和２年１月31日（金）
採 用 年 月 日 令和２年３月１日（日）
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　年末年始の家族が集まる機会に、悪質商法や詐欺の手口、何かあった時の対処方法等について、是非話し合ってみましょう。
　最近の手口は多様化・巧妙化が進み、誰でも騙されてしまう可能性がありますので、十分な注意が必要です。
　まず大切なことは、普段の暮らしの中で高齢者との交流をはかり、関係を密にしておくことです。家族や近所に住む皆さん、福祉関
係の人など、高齢者に接する機会の多い人が日ごろから高齢者の様子を気にかけることが、高齢者を消費者被害から守ることにつな
がります。

■高齢者見守り活動の流れ
　身近な高齢者と日ごろからコミュニケーションをはかり、関係を密にしておくことで、高齢者の些細な変化に気付くことができます。
また、信頼関係があれば、声をかけたときに高齢者もより相談しやすくなります。

■高齢者の消費者トラブルの特徴
　・孤独を狙われる
　　一人暮らしの高齢者に優しい言葉で語りかけてくれる販売員のことを「親切な人だ」と感じ、家に招き入れてしまう傾向があります。
　・健康への不安を利用される
　　多くの高齢者は、何かしらの身体の不調を感じています。悪質業者はそうした高齢者が抱える健康不安につけこみ、「痛みが治
　る」「血圧が下がる」などといううたい文句で、高額な商品を購入させようとします。

■「あれ？」と思ったら
　声かけをとおして被害にあっていることが確認できた場合には、産業振興課へ

消費者被害について家族で話をしてみましょう

◎　連　絡　先　◎
　長万部町役場産業振興課　☎２－２４５５

　消費者ホットライン（局番なし）１８８（函館消費者センター又は国民生活センターへ繋がります）

新しい民生委員・児童委員が委嘱されました
　今年度は、３年に一度の一斉改選の年にあたり、１２月１日からあらためて３０人の民生委員・児童委員、２名の
主任児童委員が厚生労働大臣、北海道知事から委嘱され、併せて長万部町福祉委員として委嘱されました。
　民生委員・児童委員は、高齢者や障がい者などの福祉向上や児童の健全育成、低所得者の自立更生などの社
会福祉活動を担っています。
　また、主任児童委員は、児童福祉に関する相談や支援活動、関係機関との連携などを行っております。
　それぞれの地区に担当委員がおります。相談の内容は必ず守られますので、悩みごとや心配ごとがありまし
たら、ご気軽にご相談ください。

長万部町民生児童委員協議会事務局
　　　　　　　（役場保健福祉課内）

☎２－２４５４

任期：令和元年12月1日～令和４年11月30日

担　当　地　区 担　当　委　員 担　当　地　区 担　当　委　員
委　員　名 住　　所 委　員　名 住　　所

豊津・豊野 佐　橋　　　茂 豊　津 新開町 松　前　美枝子 新開町
国縫・花岡一部・茶屋川 庭　野　泰　雄 国　縫 富　野 杉　村　靜　子 富　野

国　縫 長　﨑　基　子 国　縫 双葉・美畑・知来・蕨岱 石　川　いつ子 双　葉
中ノ沢・花岡一部 三　田　智　康 中ノ沢 旭　浜 能　登　　　正 旭　浜

平　里 佐々木　眞理子 平　里 栄原・栗岡 三　原　智以子 栄　原
大　浜 大　山　玉　緒 大　浜 共立・静狩一部 遠　藤　隆　憲 共　立

大浜(はまなす団地周辺) 小　形　新　一 大　浜 静狩1・2町内 永　井　恒　久 静　狩
大町1～2・6～9・11班・曙町 白　鳥　　　忠 曙　町 静狩3町内 大　德　道　賢 静　狩
大町3～5・10・12～14班 松　浦　邦　弘 大　町 静狩4・5・6町内 畑　谷　正　彦 静　狩

本　町 河　井　曜　子 本　町
本　町 武　澤　信　行 本　町
元　町 鈴　木　征　逸 元　町 主任児童委員 担　当　委　員
陣屋町 北　山　陽　子 陣屋町 委　員　名 住　　所
陣屋町 呉　　　敏　弘 陣屋町 長万部町内全区域 小　西　まり子 陣屋町
温泉町 髙　井　素　子 温泉町 池　田　　　稔 南栄町
高砂町 佐　藤　雅　子 高砂町
高砂町 辻　村　千代子 高砂町
高砂町 伊　藤　陽　子 高砂町
南栄町 鹿　島　あつ子 南栄町
南栄町 菊　地　澄　子 南栄町
南栄町 渋　谷　洋　子 南栄町
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◎身近な病気である認知症

☆地域全体で認知症に関する正しい知識と理解を深めましょう！！

～認知症に理解の深いまちづくりの実現をめざして～

　６５歳以上の高齢者、６５歳未満の方でも発症する可能性があります。また、日常生活において、誰もがかかわる可能性のある身
近な病気です。

①もの忘れは「年のせい」で病気じゃない！？
　→健康な人の場合、自分が忘れたという自覚がありますが、認知症によるもの忘れでは、忘れたという自覚はなく、思い出せません。
これは「経験（体験）の喪失」といわれています。

②記憶違いや間違った言動は正したり注意したほうがいい！？
　→認知症の方には記憶障害があり、例えば、ご飯を食べたことを忘れてしまうのも不思議ではない症状・状態
だといえます。「指摘」「注意」「修正」は関係悪化につながりかねませんので、言動には工夫が必要です。

③親せきや近所に認知症のことは黙っていたほうがいい！？
　→高齢者の４人に１人が認知症またはその予備群といわれる時代です。誰でもなる病気であり、もう〝恥ずかしい病気〟ではありませ
ん。身近な方や民生委員だけにでも話しておくと、困った時に支えてもらえて、トラブルや事故発生の回避につながることでしょう。
認知症についてのご相談⇒地域包括支援センター　☎２－２０１６

　介護保険が始まり、身体介護のサービスは充実しましたが、予備軍として控えて
いる高齢者には介護予防が急務となります。「地域食堂」にはいつも会話と笑顔
に満ち溢れていますので「心の介護」予防としては充分な成果が期待できます。こ
の取り組みが地域に喜ばれる「食堂」として末永く、活（い）きて行けることを期待
しております。

授業の一環で、探求テーマを決め長万部町の「ま
ちづくり」について考えた６班の中に町の高齢者
から聞いた駅の階段について考えている班が、実
際に駅に昇降機を見学に行き、できることから考
えていく取り組みなどをしています。

日ごろから、ご近所やご家族にひと声かけてから出かけましょう！
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　厚生年金・国民年金等の相談
▶日時　１月14日（火）・２月４日（火）
　①10：30～12：00　②13：00～15：30
▶場所　役場２階会議室
※３日前までに町民課戸籍医療年金

係に要予約（☎２ｰ２４５３）
※枠に限りがございますので、ご了承

願います。
※相談月の２ヶ月前から予約を受け

付けております。（２年３月分の事
務相談は１月から予約受付開始）

知的障がいのある方の悩み相談
▶日時　１月７日（火）13：30～15：30
▶場所　役場１階相談室
◎知的障がい者相談員
　　武澤　信行　（本町）

　身近な話題で、行政にご要望はあり
ませんか？

▶日時　１月９日（木）13：00～15：00
▶場所　役場２階小会議室
◎行政相談委員
　　山中　克子（大浜）

　人権問題・家庭問題などの悩みは
ありませんか？
　法務大臣より委嘱を受けた人権擁
護委員が随時ご相談に応じています。
◎人権擁護委員
　井上　正範（大町）
　石垣　聖子（大浜）
　小野　雄二（陣屋町）
◎みんなの人権１１０番
（全国共通人権相談ダイヤル）

（☎0570-003-110）

　毎月１回、無料相談を開設していま
す。

▶日時　１月16日（木）13：00～15：00
▶場所　役場会議室
◎相談員　
　井上正範司法書士（長万部町）

【お問い合わせ先】
　税務課　　　　　（☎２－２４５２）

・長万部セカンダーズクラブ　20,000円
〈一般寄付として〉
【物品寄付】
・ひまわりグループ代表　高橋知代美（本町）

　無火災の決意を新たに、新年恒例の
消防出初め式が、次のとおり行われます。
◎日時　令和２年１月５日（日）
・式典…午後１時30分（福祉センター駐車場）
・表彰伝達式…午後２時（福祉センター講堂）
※午後１時に、全町一斉に消防団員
召集サイレンを鳴らしますので、火災
と間違わないよう注意してください。
《年始の火災予防》
　年始は休日が多く、旅行や外出等
で留守となったり、事業所が無人とな
りがちです。火の取り扱いに注意し、
火災のない年始を過ごしましょう。
＝ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心＝

【お問い合わせ先】
　長万部町消防本部（☎2-2049）

【長万部町】
　１月16日（木）
　　優良講習のみ（18：30～）

【八雲町】
　１月８日（水）
　　優良講習（13：00～）
　　違反講習（14：15～）
　１月９日（木）
　　一般講習（13：00～）
　　初回講習（14：45～）
ご注意　長万部町で講習を受ける場
合は、必ず事前に八雲警察署で手続
きを行ってください。

　令和２年４月に開校する「北海道立
北の森づくり専門学院」（旭川市）の第
２回一般入学選考試験を実施します。
　「北海道立北の森づくり専門学院」で
は、林業・木材産業の即戦力となり、将来
的に企業等の中核を担う地域に根ざした
人材を育成することを目標としています。
　詳しくは、渡島総合振興局産業振
興部林務課または専用ＨＰ（https//
kitamori.ac.jp）でご確認ください。
▶出願期間　令和２年１月10日（金）まで
▶試験会場　札幌市・東京都
▶実施日　　令和２年１月24日（金）
▶合格発表　令和２年２月３日（月）

【お問い合わせ先】
渡島総合振興局産業振興部林務課

（☎0138-47-9471）

　長万部町社会福祉協議会では次の
とおり臨時職員を募集しております。
▶職務内容　生活支援コーディネーター
▶募集人数　１名
▶業務内容
　町民の皆さんよりニーズを聞き、そ
の内容を集約し地域に反映させる仕事。
　その他の内容につきましては面
接時に説明いたします。
▶応募資格
　高等学校卒業程度の学力を有し、普通自動車運
転免許（運転免許取得見込み者可）を持っている方
で、パソコンの操作（エクセル・ワード）が出来る方。
▶提出書類　
　①履歴書（市販用紙可）
　②運転免許証の写し
▶選考方法　
　書類選考・面接試験（１月中旬予定）
▶申込期限
　令和２年１月20日（月）決定次第受
付を終了といたします。
▶待遇
　日給8,000円（１日７時間45分勤務）
日給月給、週５日の勤務、長万部町社
会福祉協議会の給与規程による。
健康保険・厚生年金・雇用保険・労働保険加入
▶休日　土日、祝祭日、年末年始

【お問い合わせ・書類提出先】
　〒049-3521　山越郡長万部町字長
万部413番地１　長万部町福祉セン
ター内社会福祉法人長万部町社会福
祉協議会　  （☎01377-6-7711）

　次の方々より、寄付がありました。
紙上をかりて厚くお礼申し上げます。

（敬称略）
◆長万部町社会福祉協議会へ
・松山　健吾（共立）　　10,000円
〈社会福祉資金に〉
・伊藤　京子（蕨岱）　　50,000円
〈香典返しに替えて〉
・匿名　　　　　　　　　 3,000円
〈社会福祉資金に〉
・中目　正一（大浜）　 100,000円
〈香典返しに替えて〉
・三原　英隆（栄原）　　30,000円
〈香典返しに替えて〉
【物品寄付】
・北海道コカコーラボトリング㈱〈飲料水15箱長万部町内各施設へ〉
◆長万部長愛会・慈恵園へ
・長万部理容サービスクラブ　20,000円
〈一般寄付として〉
・田中　洋子　　　　　　50,000円
〈香典返しに替えて〉
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相 談

■年金相談

■消防出初式

■寄附

■1月の運転免許証更新時講習

■知的障がい者相談

■行政相談

■人権相談

■登記・法律無料相談

求 人

お 礼

■令和２年度北海道立北の森づくり専門
　学院第２回一般入学選考試験の実施

生 活

行事・催し物

■長万部町社会福祉協議会
　臨時職員募集



　１月の水道・ガス・下水道の検針日
は、次のとおりです。
１５日（水）　１６日（木）
１７日（金）　２０日（月）

■ガス料金表（税抜額）

　町では上下水道・ガスの使用開始
停止（引っ越し）される際について
は、届出が必要になります。なおイ
ンターネット等の受付は行っており
ません。

【お問い合わせ先】
　水道ガス課　　　（☎２－２８６２）

　町では高齢者や障がい者等で低
所得の状況にある方々に、灯油購入
費等、冬期間に増加する経費の一部
を支給し、経済支援を行うこととい
たしました。
　対象者には１月末に案内文書と申
請書を送付する予定ですので、関係
書類を期日まで提出してください。
（期日まで提出が無い場合は、辞退
したとみなします。）
１．支給対象
　基準日（令和２年１月１日）現在、
本町の住民基本台帳に記載されて
いる在宅者で下記のいずれかに該
当し、かつ、平成30年中における収
入金額が１人世帯あたり150万円以
下とし､町民税非課税世帯に属する
者。ただし、生活保護世帯は除く。
　　
①高齢者世帯
　満75歳以上の者で構成される高
齢者世帯
②心身障がい者世帯
　ア　重度心身障がい者世帯
　　（身体障害者手帳１級、２級お
　　　よび療育手帳Ａ判定者）
　イ　障害基礎年金受給世帯
　ウ　特別児童扶養手当受給世帯
③ひとり親世帯
　児童扶養手当受給者等
④準要保護世帯
　長万部町準要保護世帯認定審議
会で認定された世帯
２．支給額　　１世帯あたり5,000円
３．受付期間
　令和２年２月３日（月）～３月13日（金）

【お問い合わせ先】
　保健福祉課福祉係

（☎2-2454）

　林野庁北海道森林管理局では、国
民の皆さまに国有林の役割や現状等
をご理解いただくととももに、幅広い
意見を把握し、国有林野を把握し、国
有林野の管理経営に役立てることを
目的に、令和２・３年度の「国有林モニ
ター」を募集します。
　詳しくは下記までお問い合わせく
ださい。

【お問い合わせ先】
　林野庁北海道森林管理局企画課
　国有林モニター担当

（☎011-622-5228）

１／１（水）～１／５（日）・１／９（木）・１／14（火）
１／16（木）・１／23（木）・１／30（木）

みなさまのご支援をお願いします！
◎東日本大震災義援金
　受付期間：令和２年３月31日まで
　　　　　3,569,033円 　　　　 
◎平成28年熊本地震災害義援金
　受付期間：令和２年３月31日まで
　　　　　 599,834円　　　　　 
◎九州北部地方大雨災害義援金
　（平成29年７月５日からの大雨災害）
　受付期間：令和２年３月31日まで
　　　　　  85,331円  　　　　　
◎平成30年７月豪雨災害義援金
　受付期間：令和２年６月30日まで
　　　　　  77,439円  　　　　　
◎平成30年北海道胆振東部地震災害義援金
　受付期間：令和２年３月31日まで
　　　　　 174,646円　　　　　 
◎令和元年８月豪雨災害義援金
　受付期間：令和２年２月28日まで
　　　　　　 800円 　　　　　　
◎令和元年台風15号千葉県災害義援金
　受付期間：令和元年12月30日まで
　　　　　　1,921円　　　　　　
◎令和元年台風1９号災害義援金
　受付期間：令和２年３月３１日まで
　　　　　 232,212円　　　　　 
※上記の各義援金の金額は12／20現
在の窓口及び募金箱の合計金額です。
◎受付窓口　保健福祉課☎２－2454
　（日本赤十字社長万部町分区）

国民健康保険税　　第 ８ 期
介 護 保 険 料　　第 ７ 期
後期高齢者医療保険料　　第 ７ 期

▶納期限　１月３１日（金）◀
町税や保険料の納付は便利な
口座振替の利用をおすすめします

　令和２年４月から、町立さかえ保
育所に入所を希望する児童の受付
を次のとおり行います。
≪申込用紙の配付≫
　１月６日(月)から町立さかえ保育
所及び保健福祉課で配布してます。
≪受付期間≫
　２月３日(月)～２月14日(金)
※期日厳守(期日を過ぎた場合は、
　優先順位が後になります。)
≪提出書類≫
①給付認定申請書(兼入所申込書)
②保育料納付に係る保証書
③家庭生活調査票
④食物アレルギー調査票
⑤就労証明書(会社等へお勤めの方)
　稼働状況申告書(自営業の方)
⑥その他、求職中であることを証名

するものや、診断書などの提出を
お願いする場合があります。

≪保育所へ入所できる基準≫
　町内に在住する０歳(生後６か月
以降)から５歳までの乳幼児(小学校
入学前のお子さま)で、両親および世
帯員の全員が次のいずれかの理由
により家庭で保育できない場合に
入所できます。
①居宅外・居宅内で就労している。
②妊娠中であるかまたは出産後間

もないこと。(産前８週／産後８
週)

③疾病又は障がいがある。
④同居又は長期入院等している親

族を介護・看護している。
⑤震災、風水害、火災その他の災害

の復旧に当たっている。
⑥求職活動をしている。
⑦その他、保育ができないと認めら

れるとき。
【お問い合わせ先】
　保健福祉課福祉係

（☎2-2454）

　北海道農業会議から担当職員が
来庁し、農業者年金への加入や納付、
受給手続き等に関するご相談をお
受けしますのでお気軽にお越しくだ
さい。
▶日時　１月16日（木）13：00～15：00
▶場所　新函館農協長万部支店
　　　　２階会議室
※ご不明な点は農業委員会事務局
　にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】
　長万部町農業委員会事務局

（☎2-2191）
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■町立さかえ保育所入所申込
　入所申込受付のお知らせ

■国有林モニター募集 ■ガス・上下水道の検針日

■農業者年金巡回相談会

■老人福祉センター休館日

区分 基本料金
調整単位料金

Ａ群0～13㎥ 1,050円
368円85銭／㎥

Ｂ群14～57㎥ 1,700円
314円75銭／㎥

Ｃ群58㎥以上 4,500円
263円55銭／㎥

■災害義援金募集のお知らせ

■今月の納期(町税)

■令和元年度冬期福祉給付金



　２０歳になったみなさん、ご成人おめでとうございます。
　国民年金は、２０歳になったときから一生かかわってゆく社会保障
制度のひとつで、日本国内に住所のある２０歳以上６０歳未満の人は、
国民年金に加入することが義務づけられています。就職・退職・結婚
など人生の節目には、加入する種類が変更することがありますので、
そのつど必ず確認するようにしましょう！

　所得が少ない、失業した、学生なので収入がない、など掛け金を納めるのが難しいときは掛け金の免除制度（学
生の方は、支払いを猶予される特例制度）があります。ぜひ一度窓口に相談にいらしてください。

《掛け金を納めるのが大変なときは！？》

児童手当制度に該当していませんか

～国民年金の掛け金は忘れずに納めましょう～
＝年金は世代と世代の支え合い＝

～国民年金には２０歳以上６０歳未満のすべての方が加入します～

お問い合わせ先 町 民 課 戸 籍 医 療 年 金 係　（ＴＥＬ　２－２４５３）
函館年金事務所　国民年金課　（ＴＥＬ　０１３８－５６－１１６５）

学生、フリーター、自営業者
農業、漁業など

サラリーマン、公務員など
（厚生年金・共済組合の加入者・会社か
ら健康保険証をもらっている方など）

サラリーマン、公務員
〈第２号被保険者〉に扶養されている配
偶者（専業主婦など）

あなたは　　　　　　　　　　です。
掛け金（令和元年度月額16,４１0円）を
毎月納めなくてはなりません。

あなたは　　　　　　　　　　です。
掛け金は、給料から天引きされています。

あなたは　　　　　　　　　　です。
掛け金の負担はありませんが、配偶者の
会社に届出をしなければなりません。

２０歳がスタート！
国　民　年　金

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

●支給対象
　児童手当等は、15歳到達後最初の３月31日までの間にある子
ども（中学校修了前の子ども）を養育している方に支給されます。

●支 給 額
　０歳～３歳未満　　　月額15,000円（一律）
　３歳～小学校修了前　月額10,000円（第１子・第２子）
　　　　　　　　　　　月額15,000円（第３子以降）
　中学生　　　　　　　月額10,000円（一律）
　特例給付　　　　　　月額 5,000円（一律）

●支払時期
　児童手当は、２月～５月分の手当は６月に、６月～９月分の
手当は１０月に、１０月～１月分の手当は２月に支払われます。

●認定請求
　出生・転入等により新たに受給資格が生じた場合、児童手当
等を受給するには、役場の窓口に「認定請求書」の提出が必要
です。
　児童手当等は、認定請求をした日の属する月の翌月分から、
支給事由の消滅した日の属する月分まで支給されます。
※公務員の方は勤務先での手続きとなります。

【お問い合わせ先】
町民課戸籍医療年金係　☎２－２４５３
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１月 事　業　名　等 会　　場 時　間
1 水 ◆役場閉庁日・老人福祉センター・社会教育関係施設休館日
2 木 ◆役場閉庁日・老人福祉センター・社会教育関係施設休館日
3 金 ◆役場閉庁日・老人福祉センター・社会教育関係施設休館日
4 土 ◆役場閉庁日・老人福祉センター・社会教育関係施設休館日

5 日
◆役場閉庁日・老人福祉センター・社会教育関係施設休館日
◆長万部消防出初式 福祉センター駐車場 13:30～

6 月 ◆新年交礼会 福 祉 セ ン タ ー 18:00
7 火 ◆知的障がい者相談 役 場 １ 階 相 談 室 13:30～15:30

8 水
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 高 砂 振 興 会 館 9:30～11:30

9 木 ◆行政相談 役 場 １ 階 相 談 室 13:00～15:00

10 金
◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室（字長万部） 福祉センター　講堂 14:45～15:45

11 土

12 日
◆長万部町成人式　式典 学 習 文 化 セ ン タ ー 15:00～
◆長万部町成人式　祝賀会 福 祉 セ ン タ ー 16:00～

13 月

14 火 ◆年金相談(要予約) 役 場 ２ 階 会 議 室
10:30～12:00
13:00～15:30

15 水
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆ガヤガヤ運動教室（旭浜） 旭 浜 生 活 館 13:30～15:00
◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 高 砂 振 興 会 館 9:30～11:30

16 木
◆登記・法律無料相談 役 場 会 議 室 13:00～15:00
◆優良運転者講習 福 祉 セ ン タ ー 18:30～

17 金
◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室（字長万部） 福祉センター　講堂 14:45～15:45

18 土
19 日
20 月
21 火 ◆１歳６ヶ月児・３歳児・５歳児健康診査 ふれあい健康センター 13:00～13:30

22 水
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 高 砂 振 興 会 館 9:30～11:30

23 木

24 金
◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室（字長万部） 福祉センター　講堂 14:45～15:45

25 土
26 日
27 月 ◆健康教室（大浜） 大 浜 振 興 会 館 10:00～11:30
28 火 ◆乳児健康診査・乳幼児健康相談・ＢＣＧ接種 ふれあい健康センター 12:45～13:30

29 水
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 高 砂 振 興 会 館 9:30～11:30

30 木

31 金
◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室（字長万部） 福祉センター　講堂 14:45～15:45

２月 事　業　名　等 会　　場 時　間
1 土
2 日
3 月

4 火
◆年金相談（要予約） 役 場 2 階 会 議 室 10:30～12:00
◆年金相談（要予約） 役 場 2 階 会 議 室 13:00～15:30
◆話し合いの場しゃべれ～る（成果発表会） 福祉センター　講堂 13:30～15:00

5 水
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 高 砂 振 興 会 館 9:30～11:30

6 木 ◆特定健診・後期高齢者健診・胃がん・
　肺がん・大腸がん・前立腺がん・肝炎検診 ふれあい健康センター 6:30～10:30

7 金
◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室（字長万部） 福祉センター　講堂 14:45～15:45

おたんじょう おめでとう

おくやみ もうしあげます

おなまえ 生まれた月日 父母の名 住　所

　　今月は届出がありません。

氏　　名 年　齢 月　日 住　所

三 原 　 文 子 ８７歳 11月1７日 共　立

福 士 　 纓 子 ９１歳 11月1８日 南栄町

菅 野 　 　 繁 ９７歳 11月12日 国　縫

田 中 　 玲 子 ９１歳 11月21日 本　町

岡 田 由 美 子 ６０歳 11月23日 陣屋町

三 原 ミ ヤ 子 ９８歳 12月１日 栄　原

伊 藤 　 武 康 ９５歳 12月２日 蕨　岱

山 本 　 栁 子 ８４歳 12月２日 国　縫

茂 木 　 冨 藏 ９９歳 12月13日 富　野

いつまでも おしあわせに
夫の氏名 妻の氏名 届出日

永　橋　一　騎 ＝ 外　崎　有　希 11月22日
澤　田　将　洸 ＝ 福　岡　未　稀 11月23日

〔令和元年11月15日～令和元年1２月14日受付分〕（敬称略）

この広報誌は再生紙を使っています。

世　帯	 	 ２,９６１	世帯
人　口	 	 ５,３００　人
　男	 	 ２,４６９　人
　女	 	 ２,８３１　人
前月比	 	 　　－８　人
　　　　（１１月２９日現在）

　
あ
け
ま
し
て
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い
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す
。
今
年
も
読
み
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す
い
広
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誌
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く
り
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ま
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ま
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取
材
な

ど
で
お
世
話
に
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と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
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し
ま
す
。

　
さ
て
、
表
紙
に
も
な
っ
て
い
る
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お
り
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海
道
日
本
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ム
フ
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タ
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ズ
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名
が
２
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２
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年
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ら
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間
長
万
部
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援
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使
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し
ま
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！

町
内
各
所
に
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
、
役
場
ロ
ビ
ー
に
は
選

手
の
等
身
大
パ
ネ
ル
も
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
下
さ
い
！

応
援
大
使
関
係
の
情
報
は
、
随
時
広
報
誌
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
斎
藤
選
手
、
石
川
選
手
を
応
援
す
る
と
共

に
、
お
二
人
の
活
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
！
（
Ｎ
）
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